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一
入

高
　
橋
　
俊
　
乗

　
我
が
國
中
世
、
佛
敏
全
盛
の
思
想
界
か
ら
江
戸
時
代
の
儒
激
全
盛
の
時
代
へ
移
る
に
は
、
そ
の
ミ

ー
デ
ィ
ァ
ム
．
と
し
て
佛
気
化
さ
れ
た
儒
學
が
必
要
で
あ
っ
た
Q
邸
ち
先
づ
朱
子
學
、
次
に
陽
朋
學

が
そ
の
役
目
を
果
し
た
。
し
か
し
先
込
の
濡
學
を
無
子
・
陽
閉
の
解
緯
に
よ
ら
す
、
虚
心
坦
懐
に
之

を
熟
讃
す
れ
ば
、
朱
子
・
陽
朋
が
儒
激
の
古
意
を
失
っ
て
み
る
事
は
明
か
な
事
實
で
あ
る
か
ら
、
我
が

國
江
戸
中
期
に
な
っ
て
古
學
が
勃
興
し
穴
の
で
あ
る
っ
但
し
朱
王
の
學
が
儒
學
を
改
画
し
て
そ

の
内
容
を
登
展
さ
せ
た
こ
と
、
、
右
意
を
失
っ
た
こ
と
、
は
別
問
題
と
し
て
離
し
て
考
へ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
朱
王
が
織
し
い
方
向
へ
儒
學
を
襲
展
さ
せ
た
功
は
勿
論
ど
こ
ま
で
も
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
諏
。

　
我
が
園
の
古
學
は
切
語
に
山
鹿
素
行
・
伊
藤
仁
齋
・
荻
生
租
被
の
三
人
が
各
，
別
箇
し
て
之
を
唱
へ
、

し
か
も
上
記
の
順
に
三
人
が
之
を
機
展
さ
せ
た
と
言
は
れ
る
○
そ
の
中
に
、
素
行
の
古
學
は
ま
だ

充
分
に
登
展
し
て
み
な
い
か
ら
、
素
行
よ
り
稽
後
れ
た
歯
剥
も
租
徐
も
そ
の
論
述
上
，
少
し
も
素
行
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の
學
を
問
題
に
し
て
み
な
い
や
う
で
あ
る
。
故
に
姑
く
素
行
を
除
く
な
ら
ば
仁
齋
．
急
雨
の
二
人

が
我
が
國
古
園
の
代
表
潜
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
仁
齋
は
そ
の
論
述
を
行
ふ
に
慮
り
、
常
に
先
づ
程

子
・
朱
子
を
、
時
と
し
て
は
王
陽
明
を
も
攻
盤
論
破
し
て
後
に
宮
己
の
主
張
見
解
を
吐
い
て
み
る
○

表
構
の
後
に
鴇
た
無
風
は
同
様
に
多
く
の
…
場
合
、
程
朱
及
び
仁
齋
を
駁
撃
し
た
後
に
，
虜
説
を
立
て

、
み
る
Q

　
祖
僚
を
以
て
す
れ
ば
．
程
朱
等
は
皆
聖
人
の
滋
を
以
て
己
が
任
と
す
る
二
子
で
あ
り
、
豪
傑
の
士

で
あ
る
が
、
今
を
以
て
古
言
を
解
し
、
己
れ
の
好
む
所
に
從
っ
て
恣
に
訓
僻
を
作
る
か
ら
、
正
解
を
得

る
者
が
幾
ど
古
れ
な
の
で
あ
る
○
殊
に
古
代
の
入
さ
へ
容
易
に
解
騨
し
か
ね
淀
事
を
千
有
除
歳

の
後
に
臆
断
を
下
す
が
如
き
は
極
め
て
誤
で
あ
る
。
例
へ
ば
論
語
の
哀
学
問
鷹
野
宰
我
の
章
で
、

謎
に
上
等
が
栗
を
植
ゑ
た
の
を
、
宰
我
が
「
民
を
し
て
戦
聞
せ
し
む
」
と
解
し
て
孔
子
か
ら
叱
ら
れ
て

み
る
が
、
宰
我
の
解
が
よ
し
や
誤
解
で
あ
る
に
し
て
も
、
孔
子
で
も
正
解
を
輿
へ
て
る
な
い
事
に
、
千

有
配
年
の
後
に
、
朱
子
が
「
古
者
立
㌦
融
，
谷
樹
蜂
其
土
之
…
桝
ン
宜
木
一
斎
忌
レ
主
也
。
宰
我
二
言
周
所
レ
以
r
用
レ
栗
之

皆
野
レ
此
、
量
以
　
懸
者
鐵
二
人
於
郵
ρ
と
解
を
與
へ
る
が
如
き
は
妄
断
も
甚
だ
し
い
と
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
古
學
は
程
子
．
朱
子
が
孔
孟
の
意
に
反
す
る
黙
が
多
い
か
ら
起
つ
た
の
で
あ
る
が
、
素
行
・
仁
齋

の
學
も
爾
濁
蘭
が
多
い
。
　
素
行
の
事
は
姑
く
除
外
す
る
と
し
て
も
、
仁
齋
の
學
も
倫
租
彼
の
意
に

　
　
　
藩
学
観
猿
の
教
育
塞
礎
論
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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満
た
鍛
黙
が
多
か
っ
た
。
例
へ
ば
子
不
語
怪
力
郷
紳
の
章
で
、
仁
齋
は
「
怪
猛
索
レ
隠
行
γ
怪
之
怪
。
」
と

註
し
た
の
を
、
租
稼
は
交
を
識
ら
ざ
る
の
言
と
し
、
樹
仁
齋
が
こ
の
章
に
よ
っ
て
、
易
・
中
庸
・
上
記
に
鬼

紳
と
言
っ
て
あ
る
の
は
孔
子
の
言
に
思
す
と
し
だ
の
を
、
更
に
租
彼
は
、
も
し
果
し
て
然
う
と
せ
ば

春
秋
に
多
く
の
墾
織
を
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
も
亦
孔
子
の
作
に
解
す
と
す
る
の
か
と
、
仁
齋
の
急

所
を
衝
い
て
み
る
○

　
穫
稼
が
程
朱
及
び
仁
齋
に
撤
す
る
差
は
、
程
未
及
び
仁
二
等
が
輩
純
な
る
原
理
か
ら
　
切
の
事

物
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
に
樹
し
、
滞
貸
は
か
、
る
原
理
を
立
て
る
こ
と
を
避
け
た
黙
に
あ
る
。

程
朱
鷺
は
多
標
の
中
に
統
一
を
求
め
、
租
徐
は
多
様
の
ま
、
に
擬
察
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

程
朱
や
仁
齋
が
＝
兀
論
並
び
に
二
元
論
を
探
る
時
に
、
二
二
は
多
元
論
を
採
る
の
で
あ
る
◎
仁
齋

と
程
朱
と
を
比
べ
る
と
、
仁
齋
は
経
験
論
蓉
で
あ
る
。
「
外
晶
耳
冒
絶
所
見
聞
　
。
而
更
蜜
至
貴
至
高
光

明
閃
傑
可
驚
可
男
面
聾
。
非
奥
尻
子
）
と
い
ふ
態
度
で
あ
っ
た
が
仁
齋
と
祖
裸
と
を
比
較
す
る
と
、

仁
齋
は
比
較
的
に
程
朱
學
に
近
く
、
租
彼
は
遙
か
に
實
謹
論
的
で
あ
っ
た
。
　
術
徐
は
老
子
を
さ
へ

そ
の
著
「
譲
二
十
筆
」
の
中
で
形
而
下
的
に
経
験
論
的
に
解
点
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
程
朱
・

仁
齋
は
静
的
固
定
的
に
考
へ
、
祖
彼
は
動
的
思
議
的
に
恩
濡
す
る
。
同
じ
古
學
で
は
あ
b
乍
ら
、
仁

齋
は
孔
孟
を
均
し
う
見
る
が
、
租
彼
は
孔
孟
の
差
を
多
く
見
る
。
租
彼
に
言
は
せ
る
と
、
仁
齋
は
今



交
を
以
て
古
文
を
解
す
る
か
ら
、
癒
し
露
命
學
の
離
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
ひ

　
彼
等
の
第
二
の
顯
著
な
る
差
は
、
程
朱
及
び
仁
齋
等
は
國
家
就
會
を
捨
て
、
省
み
な
い
の
で
は

な
い
が
、
爾
守
恒
的
と
い
ふ
よ
）
は
個
人
本
位
で
あ
り
、
政
治
論
を
主
と
す
る
よ
り
は
、
道
徳
論
を
圭

と
し
た
の
に
熱
し
て
、
租
練
は
頗
る
國
家
的
祀
會
的
で
あ
っ
た
Q
そ
の
著
「
辮
遽
」
の
中
に
一
堂
子
欝
レ
潜

者
群
也
。
故
人
之
滋
非
”
以
＝
入
塾
戸
也
。
必
合
　
億
萬
人
一
而
爲
レ
言
嚢
也
。
今
試
親
駆
天
下
ハ
銑
能
孤
立
不
〆

群
者
。
士
農
工
商
相
助
而
食
者
也
。
不
レ
若
レ
是
鋼
不
レ
能
レ
存
爽
。
」
と
蓮
べ
て
る
る
。
租
彼
及
び
そ
の

學
徒
に
政
治
経
濟
の
著
述
の
多
い
の
も
右
の
理
由
に
よ
る
○
甚
だ
し
き
は
泰
謡
初
の
曾
子
有
疾

の
章
で
、
笹
子
が
身
髄
を
殿
面
し
淀
事
の
な
い
の
を
喜
ん
だ
の
は
、
輩
に
父
島
か
ら
受
け
だ
身
罷
を

傷
つ
け
な
か
つ
淀
こ
と
、
の
み
解
し
て
は
意
味
が
淺
い
、
膨
面
が
刑
鐵
に
去
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ

黙
で
、
孝
を
窮
し
得
淀
こ
と
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
と
解
し
、
憂
患
長
篇
の
「
邦
無
道
免
レ
於
殉
鐵
。
」
と
い

ふ
孔
子
の
言
を
引
い
て
讃
と
し
て
み
る
○
從
っ
て
組
裸
は
功
利
に
堕
し
易
い
。

　
　
謡
　
帝
徳
が
國
家
的
職
愈
的
に
遵
い
九
事
の
文
化
史
的
解
罧
に
棉
藤
押
脚
闘
士
「
維
擁
學
」
ハ
策
韻
文
難
科
大
學
罷
要
第
一
巷
）
な
滲
昭
…
ぜ
ら
れ
六
し
Q
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さ
れ
ば
嬬
學
の
根
本
概
念
た
る
滋
に
就
い
て
も
、
三
者
に
著
朋
な
差
を
生
じ
た
◎

　
　
十
二
征
擁
の
教
麿
塞
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

ゐ
　
る
り

彷
耐
は
そ
の
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主
薯
「
線
名
」
の
中
で
、
「
道
濤
統
名
園
。
」
と
定
義
を
下
し
，
又
譲
園
入
筆
の
中
で
は
門
道
者
暴
言
也
。
」
と
説

い
た
○
朱
子
に
於
て
は
、
道
は
理
で
あ
っ
て
、
人
及
び
物
に
天
か
ら
賦
興
さ
れ
た
理
即
ち
性
の
本
然

に
循
っ
て
當
然
行
ふ
べ
き
理
が
道
で
あ
る
と
解
し
て
み
る
か
ら
、
そ
の
言
ふ
所
の
道
は
萬
物
の
中

に
流
行
し
て
み
る
理
で
あ
り
、
從
っ
て
理
も
滋
も
同
じ
も
の
で
あ
る
。
故
に
天
道
も
入
道
も
同
じ

も
の
と
な
る
。
而
も
天
道
が
賦
輿
さ
れ
て
人
に
於
け
る
滋
と
な
っ
て
み
る
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
、

祖
彼
に
於
て
は
滋
と
は
古
先
聖
王
が
天
命
を
う
け
て
天
子
と
な
り
、
天
命
を
奉
じ
て
天
下
の
人
民

を
安
ん
せ
し
め
ん
が
爲
に
、
作
無
し
て
揺
々
に
行
は
し
め
歯
ら
し
め
、
己
れ
も
亦
此
れ
に
由
っ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
孝
悌
仁
義
か
ら
禮
樂
刑
政
ま
で
凡
て
を
含
ん
で
み
る
。
此
等
を
総
欝
し
て
滋
と
名

づ
け
た
の
．
で
あ
る
か
ら
、
統
率
也
と
欝
つ
た
の
で
あ
る
。
程
未
に
於
て
は
滋
は
事
物
良
心
之
理
で

あ
っ
て
、
天
地
鐵
然
の
理
で
あ
る
が
、
租
彼
に
在
っ
て
は
道
は
聖
入
が
安
民
の
爲
に
作
爲
し
た
も
の

で
あ
る
Q

　
故
に
綴
糠
の
考
で
は
道
の
作
者
で
な
け
れ
ば
焼
入
と
は
言
は
な
い
。
こ
れ
は
樂
記
に
「
作
者
之

謂
レ
聖
…
。
」
と
あ
る
に
本
つ
く
。
憲
問
篇
に
は
「
子
日
作
者
七
人
奥
。
し
と
あ
る
。
是
を
集
註
で
は
「
作
起

也
、
影
堂
而
隠
去
者
、
今
七
入
笑
○
不
レ
可
レ
知
晶
其
誰
何
も
必
求
竜
ハ
八
一
以
實
〆
之
悪
難
也
汐
と
い
ふ
暖
昧
模

糊
た
る
註
を
輿
へ
て
る
る
が
、
組
彼
で
は
滋
の
作
者
邸
ち
聖
人
と
解
し
，
七
入
と
は
勿
論
箋
舜
禺
揚
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ノ

文
武
周
を
指
し
た
も
の
と
解
し
て
み
る
○
箋
よ
り
古
往
に
聖
王
も
多
く
出
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

功
は
只
利
用
厚
生
之
滋
に
止
っ
て
み
る
か
ら
、
滋
の
作
風
と
は
言
へ
な
い
。
尭
舜
に
至
っ
て
、
禮
樂

が
始
め
て
立
つ
た
の
で
、
発
か
ら
後
七
入
の
聖
入
を
作
者
と
立
て
る
の
で
あ
る
。
　
作
者
と
い
ふ
語

を
蟻
壁
は
「
隈
國
之
霧
」
と
言
換
へ
て
る
る
事
も
あ
る
Q
　
作
者
が
聖
上
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
孟
子
に
伯

夷
・
柳
下
恵
な
ど
を
聖
と
言
っ
て
あ
る
の
は
誤
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
程
朱
學
よ
り

す
れ
ば
、
如
何
な
る
平
入
で
も
本
然
凝
性
を
備
へ
て
居
り
、
而
も
性
の
本
質
は
聖
凡
同
一
で
あ
る
か

ら
、
凡
人
で
も
本
然
の
性
に
復
齢
し
て
修
養
の
功
を
極
度
ま
で
積
ん
だ
結
果
に
於
て
は
、
人
格
は
萬

人
同
一
同
等
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
程
朱
鞘
で
は
修
養
の
極
致
を
黎
域
と
見
立
て
、
み
る
の

で
、
極
致
に
於
け
る
入
節
を
聖
入
と
欝
す
る
○
　
從
っ
て
あ
ら
ゆ
る
聖
人
は
皆
同
じ
入
格
を
有
し
、
聖

入
に
人
格
や
性
能
の
差
が
蓮
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
然
る
に
孟
子
に
は
「
伯
夷
聖
之
清
者
也
。
伊
ヂ

聖
霊
任
藩
也
。
梛
下
野
聖
之
和
者
也
。
孔
子
聖
二
時
者
也
。
」
と
説
い
た
Q
孟
子
は
聖
人
に
も
優

劣
の
差
が
あ
る
と
認
め
て
み
る
の
で
、
孟
子
の
説
を
承
け
た
程
子
は
、
孟
子
の
説
と
轡
説
と
の
矛
盾

に
苦
し
み
、
伯
夷
・
柳
下
悪
を
聖
人
と
総
す
る
は
導
者
の
誤
で
あ
る
と
も
言
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
Q

論
旨
は
違
ふ
が
、
伯
夷
・
柳
下
恵
を
聖
人
に
非
す
と
す
る
黙
は
、
猿
子
と
租
僚
と
偶
然
一
致
し
て
み
る
。

　
然
ら
ば
孔
子
は
聖
人
か
否
か
。
必
ず
作
者
を
以
て
聖
入
と
す
れ
ば
、
孔
子
は
禮
樂
等
の
作
者
と

　
　
　
荻
血
徳
練
の
敏
育
幕
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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は
言
へ
な
い
。
後
世
、
孔
子
を
聖
入
と
聡
す
る
の
は
嘉
舜
軍
事
な
ど
を
樽
入
と
繕
す
る
の
と
少
し

意
味
が
違
ふ
。
中
庸
に
於
て
子
思
が
至
誠
を
以
て
導
入
の
徳
と
考
へ
て
以
來
、
算
勘
の
説
を
以
て

す
れ
ば
聖
入
に
就
い
て
の
定
義
が
墾
っ
て
摩
た
の
で
あ
る
。
古
へ
は
聖
人
に
し
て
作
岩
で
な
い

潜
は
な
か
、
聖
入
た
る
所
以
は
そ
の
事
業
に
あ
る
が
、
子
思
は
心
を
以
て
し
た
。
古
へ
は
外
を
以
て

し
、
子
思
は
内
を
以
て
し
た
。
　
之
を
承
け
た
孟
子
は
極
至
を
以
て
聖
入
と
し
π
の
で
、
清
が
至
極
で

あ
れ
ば
作
者
な
ら
ぬ
伯
夷
も
聖
と
言
は
れ
、
任
が
至
極
す
れ
ば
作
者
な
ら
澱
伊
罪
も
聖
と
言
は
れ

る
の
で
あ
る
。
後
世
の
意
昧
は
勿
論
子
思
や
孟
子
の
説
を
受
け
つ
い
で
み
る
の
で
あ
る
○
租
彼

も
孔
子
に
就
い
て
は
實
に
困
っ
π
ら
し
い
○
譲
下
穿
筆
に
は
長
々
と
墨
入
論
を
掲
げ
、
特
に
孔
子

に
間
し
て
は
、

　
　
孔
子
我
不
へ
敢
謂
凹
乏
聖
入
一
也
。
　
亦
不
日
敢
讃
乏
非
二
聖
人
一
也
。
　
何
筆
墨
知
不
足
ユ
以
知
二
聖
入
一
也
。
　
而

　
　
傲
然
以
晶
我
一
人
之
見
一
而
定
レ
之
。
謂
二
之
聖
人
亜
門
非
レ
借
乎
G
錐
レ
然
、
吾
私
篇
以
爲
疑
必
聖
入
也
○

　
　
軍
手
。
　
二
帝
三
王
之
滋
、
蛮
母
子
～
弗
〆
墜
。
　
中
略
。
　
且
孔
子
錐
レ
非
一
作
素
赤
心
未
レ
得
レ
位
耳
。
　
得
レ
位

　
　
則
能
作
。
槻
三
於
駈
［
積
傘
可
レ
知
也
、
及
答
聖
子
爲
“
邦
之
早
撃
可
レ
見
増
。
不
レ
然
徒
倣
レ
人
以
欝
箕
爲
二

　
　
聖
入
『
即
繹
迦
老
子
豊
不
レ
愈
一
垂
入
一
乎
。

と
、
強
持
を
弄
し
て
み
る
。
租
擁
の
定
義
よ
り
す
れ
ば
孔
子
は
決
し
て
喜
入
で
は
な
い
○
し
か
し



麟

流
石
の
穏
彼
も
孔
子
を
聖
人
に
非
す
と
断
言
す
る
勇
氣
は
な
い
。
先
王
之
滋
が
孔
子
に
よ
っ
て

後
世
に
傳
へ
ら
れ
て
亡
び
な
か
っ
た
事
の
偉
功
を
讃
し
て
、
こ
の
溢
を
傳
へ
た
瓢
に
於
て
作
者
に

劣
ら
な
い
こ
と
、
且
孔
子
も
位
を
得
た
ら
ば
必
ず
先
王
の
如
く
道
を
作
っ
た
で
あ
ら
う
と
推
想
し

う
る
こ
と
は
、
爲
政
篇
の
「
子
張
問
、
十
世
事
レ
知
也
。
　
子
臼
○
　
般
因
幽
霊
夏
禮
ハ
所
瓢
損
億
一
可
レ
知
也
。
　
周
因
誤
於

飢
奴
禮
一
所
瓢
損
獄
．
｛
可
ビ
知
也
。
　
蹴
ハ
或
綴
ジ
周
者
、
錐
添
百
世
一
可
レ
錦
也
Q
」
の
章
や
、
衡
単
解
皿
篇
に
潔
顔
淵
問
レ
爲
7
邦
。
　
子

日
。
行
轟
夏
之
縛
h
乗
二
般
之
轄
h
服
　
周
之
冤
h
樂
期
翻
舞
、
放
二
鄭
聾
ハ
還
“
後
入
ハ
鄭
聲
淫
、
倭
人
殆
Q
」
と
い
ふ
章
に

よ
っ
て
裏
書
さ
れ
う
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
○
墨
引
柵
文
の
絡
の
句
は
如
何
に
も
租
彼
の
負
惜
し

み
の
強
い
こ
と
を
示
し
て
み
る
。

　
中
耳
先
王
之
道
は
全
入
町
道
と
い
ふ
も
同
じ
で
あ
り
、
君
子
が
之
を
學
ぶ
の
で
君
子
之
蓮
と
い

ひ
，
孔
子
が
傳
へ
、
儒
者
が
守
る
の
道
で
あ
る
か
ら
、
孔
子
之
道
・
儒
者
野
饗
と
憎
し
、
名
声
は
違
っ
て
も

意
昧
は
皆
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
子
思
以
家
、
聖
人
の
意
味
が
痩
じ
て
來
た
爲
、
先
王
之
滋
は
そ
の
概
念

は
著
し
く
狡
く
な
り
、
孔
子
之
道
と
匪
溺
さ
れ
、
儒
者
之
道
は
先
王
茅
茨
か
ら
離
れ
る
に
劉
つ
π
と

租
旅
は
同
じ
Ψ
設
園
七
筆
に
述
べ
て
み
る
。

　
か
く
の
如
く
程
朱
に
於
て
は
滋
は
N
元
で
あ
る
が
、
川
磁
性
に
於
て
は
多
元
で
あ
っ
て
一
元
で
は

な
い
。
か
つ
先
王
は
一
入
で
は
な
い
か
ら
．
道
は
時
代
と
共
に
損
益
愛
化
す
る
も
の
で
あ
る
Q
尭

　
　
　
荻
血
徹
律
の
教
育
墓
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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山
ハ

舜
に
至
っ
て
始
め
て
野
景
が
立
っ
て
以
後
，
夏
般
周
の
長
い
歳
月
を
経
、
数
聖
入
が
心
力
を
盤
し
智

巧
を
極
め
て
滋
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
剛
聖
人
触
生
の
カ
の
み
で
欝
選
る
も
の
で
は

な
い
。
孔
子
と
錐
も
學
ば
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
が
出
罪
な
い
程
．
複
雑
多
端
で
あ
る
。
孔
子
が
尭

舜
を
麗
述
し
、
文
武
を
憲
章
し
、
信
じ
て
古
を
好
ん
だ
の
も
、
全
く
右
の
故
で
あ
る
。

　
さ
て
中
庸
に
は
「
天
命
之
謂
レ
性
。
　
輩
レ
性
之
謂
レ
滋
。
」
と
あ
る
。
　
朱
子
は
人
・
物
各
，
そ
の
膚
己
の
性
の

本
然
に
循
へ
ば
、
性
は
理
で
あ
る
か
ら
、
お
の
つ
か
ら
、
其
の
間
に
事
物
當
行
の
滋
が
二
見
さ
れ
る
と

解
し
た
が
、
組
彼
…
は
こ
、
に
も
反
野
上
を
立
て
、
、
聖
人
が
溢
を
作
る
に
は
、
人
が
生
れ
附
自
然
に
有

す
る
相
愛
相
輔
相
養
相
成
の
心
、
蓮
用
螢
爲
の
才
に
循
っ
て
之
を
作
り
、
後
灌
天
下
を
し
て
因
っ
て

以
て
之
を
行
は
し
め
、
各
，
そ
の
性
命
を
絡
へ
し
め
だ
の
で
あ
る
と
註
を
加
へ
た
。
朱
子
に
於
て
は

天
道
と
入
営
と
は
～
致
し
て
み
る
が
、
租
彼
に
嘗
て
は
天
道
と
人
滋
と
の
一
致
を
全
く
説
か
な
い

で
、
ど
こ
ま
で
も
入
爲
の
滋
の
み
を
考
へ
て
る
る
。
天
命
之
謂
性
と
い
ふ
語
も
ご
く
實
謹
的
な
「
生

れ
附
」
と
い
ふ
意
昧
に
し
か
解
さ
れ
て
み
な
い
。
然
ら
ば
役
稼
は
天
滋
と
い
ふ
語
を
知
ら
な
い
の

で
あ
ら
う
か
、
用
ひ
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
否
彼
れ
も
其
れ
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
が
、
意
昧
が

違
ふ
の
で
あ
る
。
朱
子
で
は
人
の
守
る
べ
き
進
徳
律
の
根
管
と
し
て
天
道
廓
ち
天
理
を
考
へ
る

の
で
あ
る
が
、
租
稼
で
は
天
地
の
問
に
同
月
星
辰
の
濫
行
や
風
雲
雷
爾
の
黒
化
や
寒
暑
当
夜
の
往
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來
等
が
秩
序
正
し
く
行
は
れ
る
こ
と
が
、
ま
る
で
入
倫
の
守
る
べ
き
道
の
規
律
正
し
き
が
如
く
で

あ
る
か
ら
、
天
地
間
の
現
象
の
秩
序
整
然
た
る
標
を
人
道
に
ア
ナ
ロ
ジ
ャ
イ
ズ
し
て
天
滋
と
総
す

る
の
で
あ
る
と
説
い
た
○
朱
子
は
天
か
ら
入
へ
、
租
練
は
入
か
ら
天
へ
と
正
反
謝
に
な
っ
て
み
る
。

　
右
の
黙
に
間
し
慰
事
の
考
は
ど
う
で
あ
る
か
○
劇
界
は
天
理
を
認
め
な
い
が
、
四
葉
の
心
が
先

天
納
に
入
に
存
す
る
と
し
、
こ
れ
を
天
命
の
性
と
認
め
、
之
に
循
っ
て
相
差
ふ
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
父

子
潜
距
夫
婦
昆
弟
朋
友
の
倫
に
、
親
義
別
叙
信
の
滋
の
無
い
と
い
ふ
事
は
な
い
と
説
き
、
性
に
循
っ

て
矯
揉
造
作
す
る
所
が
な
い
か
ら
、
「
循
性
之
謂
滋
』
と
い
ふ
の
で
あ
る
と
解
し
た
○
租
徐
は
之
を
罵

っ
て
、
果
し
て
是
く
の
如
く
ん
ば
、
人
々
貞
ら
そ
の
意
を
以
て
孝
弟
仁
義
を
養
す
に
至
る
べ
く
、
何
露

に
準
と
す
べ
き
も
の
が
あ
る
か
、
寸
な
き
尺
、
星
な
き
桿
の
や
う
な
も
の
だ
と
言
っ
た
Q
　
そ
の
上
、
仁

齋
は
天
道
か
ら
入
滋
を
演
繹
す
る
こ
と
こ
そ
無
い
が
、
天
入
一
穂
を
信
じ
て
み
る
（
語
孟
字
義
上
）
だ
か
ら

組
糠
ほ
之
を
評
し
て
、
宋
儒
を
磯
）
な
が
ら
そ
の
轍
を
踏
む
、
聖
人
も
之
れ
言
ふ
能
は
ざ
る
所
を
　

言
に
瞭
か
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
、
之
を
均
し
う
す
れ
ば
亦
宋
儒
の
湛
の
み
（
辮
名
玉
）
三
撃
つ
た
。

　
遽
は
多
端
複
雑
で
多
岐
亡
羊
の
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
禮
樂
刑
政
等
は
具
膿
的
直
槻
的
で
あ

っ
て
決
し
て
抽
象
的
形
而
上
的
な
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
壁
塗
識
乏
」
る
こ
と
も
悪
心
る
。
孔

子
が
「
予
欲
レ
無
レ
言
」
と
い
ひ
硝
天
竺
言
哉
、
四
時
行
焉
、
百
物
思
焉
、
骨
盤
言
哉
。
」
（
鵬
貨
）
と
言
は
れ
た
の
も
右

　
　
　
荻
血
組
徳
の
数
育
塞
．
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
七
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の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
黙
も
朱
註
は
は
っ
き
り
し
な
い
○
し
か
し
先
王
の
滋
は
多
端
で
あ
る
か

ら
、
博
∵
文
・
博
學
で
な
け
れ
ば
滋
を
盤
く
す
・
に
足
り
な
い
。
　
學
も
學
の
一
慣
値
が
な
い
。
　
大
聖
孔
子
と

い
へ
ど
も
、
遽
を
學
ば
な
け
れ
ば
學
を
知
り
窮
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
故
に
信
而
好
レ
古
と
言
は

れ
元
の
で
あ
り
、
孔
子
に
常
師
が
な
い
の
も
滋
が
多
端
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
租
彼
は
「
大
抵
先
王
之
遣
．

若
レ
迂
若
レ
蓮
，
常
人
所
レ
不
レ
能
レ
知
。
」
と
欝
つ
た
。
　
故
に
「
艮
可
レ
使
レ
由
レ
之
、
不
レ
可
レ
使
知
乏
。
」
と
い
ふ
こ
と
に
も

な
る
の
で
あ
る
。

　
孔
子
が
「
吾
道
一
以
貫
之
○
」
と
言
は
れ
た
の
は
、
明
か
に
道
は
多
種
多
楼
な
る
こ
と
を
示
し
て
み

る
。
多
様
だ
か
ら
一
以
て
之
を
貫
く
と
い
ひ
得
る
の
で
あ
る
○
朱
子
は
【
貫
を
解
し
て
「
滋
騰
之

ご
と
解
し
て
、
程
朱
學
の
原
理
に
結
び
つ
け
て
み
る
が
、
租
糠
は
朱
子
の
や
う
に
解
す
れ
ば
、
我
道
一

以
貫
之
と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宜
し
く
「
我
艶
ご
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
　
一
貫
と
い
ふ

の
は
複
難
多
端
な
る
撹
が
或
一
徳
に
統
會
さ
れ
て
る
る
こ
と
を
こ
そ
示
せ
、
道
が
一
元
で
あ
る
と

は
漸
じ
て
解
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
辮
じ
た
Q
然
ら
ば
何
に
統
會
さ
れ
る
か
。
先
王
は
安
民

の
爲
に
道
を
立
て
た
の
で
あ
る
か
ら
、
安
民
に
道
が
集
約
さ
れ
る
筈
で
あ
る
○
孔
子
が
仁
を
重
ん

じ
た
の
は
全
く
仁
が
安
民
の
徳
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
滋
は
決
し
て
仁
に
鑑
き
る
も
の
で
は

な
い
○
飽
く
ま
で
も
仁
は
滋
の
…
徳
に
過
ぎ
ぬ
。
孔
子
が
猶
子
に
劉
し
て
「
吾
道
一
以
貫
之
。
」
と



言
は
れ
た
時
達
子
は
他
の
未
熟
な
土
入
に
鋤
し
て
夷
子
之
道
忠
恕
薦
已
参
議
）
と
言
っ
た
。
ま

た
孟
子
が
門
発
舜
之
遊
孝
弟
而
已
突
。
」
（
埠
）
と
言
っ
た
。
夫
子
の
道
は
忠
恕
に
盤
ミ
発
舜
の
遊
は

孝
弟
に
盤
き
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
忠
恕
を
充
分
に
行
へ
ば
、
瀧
を
鑑
す
事
を
ほ
や
庶
幾
し
う

る
と
い
ふ
意
味
で
あ
っ
て
、
言
は
や
忠
恕
が
夫
子
の
滋
の
重
な
入
ロ
だ
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
「
発

舜
轟
轟
遣
孝
弟
而
已
尖
。
」
も
同
じ
や
・
フ
に
解
す
べ
・
き
で
議
の
る
Q
山
木
エ
3
A
ほ
属
目
じ
あ
矢
を
「
礪
例
雲
際
鋭
酷
儒
跡
之

僻
…
Q
」
と
解
し
て
み
る
の
は
芳
墨
か
ら
言
へ
ば
、
全
然
談
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
鳳
。

二

9．g5

　
顔
淵
が
仁
を
問
う
て
孔
子
が
「
克
“
仁
復
レ
禮
」
と
答
へ
ら
れ
た
時
、
痛
憤
は
更
に
そ
の
鼠
を
問
う
て
み

る
○
子
張
が
仁
を
問
う
淀
時
，
孔
子
は
鳴
謝
信
敏
悪
の
五
者
を
天
下
に
行
ふ
を
仁
と
す
と
答
へ
て

居
ら
れ
る
。
そ
の
他
，
孔
子
が
「
悪
子
道
者
三
」
と
説
き
、
或
は
「
二
子
有
三
戒
」
、
〔
二
子
有
三
畏
扁
，
「
笹
子
有

九
思
」
、
「
奪
二
五
美
ハ
屏
二
四
悪
こ
と
説
き
、
六
言
三
期
と
か
三
友
三
樂
な
ど
を
説
か
れ
た
う
、
団
子
が
H
に
三

省
し
た
り
、
真
夏
が
「
潜
子
有
三
鍵
」
と
隙
べ
古
り
、
古
入
は
署
長
を
以
て
激
へ
る
こ
と
が
多
い
。
　
こ
れ

も
滋
が
多
端
な
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
の
中
に
お
の
つ
か
ら
希
な
る
も
の
と
小
な
る
も
の
と
あ
る
○
主
な
る
も
の
と
主
な

　
　
　
凝
血
復
擁
の
敏
育
叢
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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三
〇

ら
ざ
る
も
の
と
あ
る
。
然
ら
ば
何
が
大
な
る
潜
で
あ
う
、
何
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は

仁
で
あ
る
。
耳
擦
に
よ
れ
ば
仁
の
正
確
な
本
意
は
孔
子
の
時
に
既
に
失
は
れ
て
る
た
。
大
禮
に

於
て
孔
子
は
仁
を
非
常
に
廣
大
な
徳
と
解
し
て
み
た
や
う
で
あ
っ
て
、
そ
の
高
弟
に
す
ら
中
々
仁

者
た
る
こ
と
を
容
易
に
許
さ
な
か
っ
た
に
拘
ら
す
、
「
里
γ
仁
爲
レ
美
、
揮
不
ソ
庭
レ
仁
、
焉
得
レ
知
Q
」
と
言
は
れ
元

や
う
な
蒔
は
、
割
合
に
劇
中
に
仁
を
繹
び
う
る
と
認
め
ら
れ
た
や
う
で
あ
参
、
從
っ
て
比
較
的
に
仁

を
憂
く
見
て
居
ら
れ
だ
や
う
で
あ
っ
て
、
孔
子
禽
身
の
仁
の
説
に
も
統
一
が
な
い
や
う
に
見
え
る
Q

組
彼
は
之
を
辮
解
し
て
「
亦
不
　
深
拘
茸
。
」
（
㈱
獅
）
と
語
っ
た
。
故
に
孔
子
が
門
弟
子
に
仁
に
就
い
て

答
へ
ら
れ
た
の
が
、
門
入
事
に
違
っ
た
答
に
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
孔
子
の
答
を
蓮
覧

し
て
見
れ
ば
、
常
に
天
下
と
結
び
つ
け
て
答
へ
て
居
ら
れ
る
か
ら
、
仁
は
天
下
の
民
を
安
ん
ず
る
徳

で
あ
る
と
察
し
う
る
。
　
例
へ
ば
草
子
に
饗
し
て
↓
一
賢
克
レ
己
復
レ
禮
．
天
下
鋒
ン
仁
焉
。
」
と
い
ひ
、
子
張
に

「
能
倉
孟
者
於
　
天
下
一
爲
“
仁
災
。
」
（
魚
拓
）
と
告
げ
㍉
子
貢
嵐
居
轟
蓬
邦
一
呈
露
’
真
大
夫
之
賢
者
」
友
“
翼
士
之
仁
者
一
。
偏

と
語
っ
た
や
う
な
の
は
、
皆
同
じ
や
う
に
考
察
し
う
る
。
奨
蓬
が
仁
と
知
と
を
質
し
た
時
、
孔
子
は

「
翠
レ
薩
錯
部
諸
柾
ハ
能
旋
謡
馴
者
直
⊃
と
言
は
れ
た
が
、
遅
は
よ
く
意
昧
を
解
し
な
か
つ
π
の
で
、
子
夏
に
事

の
由
を
告
げ
た
○
子
夏
は
そ
れ
を
闘
い
て
、
「
富
哉
右
脳
，
無
智
昌
天
下
藻
醗
於
衆
ハ
墨
β
皐
陶
嚇
不
仁
者
遠
実
○

湯
三
下
翠
霞
衆
議
男
面
不
仁
戴
驚
奨
。
」
（
趣
と
藪
術
し
た
の
も
類
を
同
じ
う
し
て
解
す
皐
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が
出
來
よ
う
Q

　
殊
に
孔
子
は
「
管
仲
之
器
小
事
」
と
い
ひ
↓
管
氏
而
知
レ
禮
、
魏
不
レ
知
〆
禮
。
」
（
、
』
」
，
／
有
篇
）
と
い
ふ
程
に
管
仲
を
議

っ
て
み
る
に
拘
ら
す
《
野
心
野
鴨
合
諸
侯
一
撃
レ
以
昌
兵
車
暫
仲
之
力
也
。
　
如
気
霜
仁
嚇
如
昌
其
仁
酬
。
」
（
丁
丁
）
と
激
欝

し
て
居
ら
れ
る
○
も
し
朱
子
の
如
く
仁
を
「
心
之
全
徳
」
と
解
す
る
な
ら
ば
、
蚕
齢
の
如
く
…
方
で
大

な
る
非
難
あ
る
者
を
ど
う
し
て
仁
者
と
聡
す
る
こ
と
が
繊
來
よ
う
。
燦
子
は
彼
れ
膚
ら
の
解
繹

の
矛
盾
に
苦
し
ん
で
、
「
如
其
仁
」
と
い
ふ
句
を
門
蓋
車
伸
鱗
未
レ
得
レ
爲
仁
人
蒲
其
利
澤
及
レ
人
、
溺
有
轟
仁
之
塑

奥
・
」
と
い
ふ
苦
し
い
註
解
を
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
そ
れ
に
し
て
も
、
仁
之
功
あ
る
管

伸
を
仁
入
た
る
を
得
す
と
註
す
る
が
如
き
、
爾
矛
盾
は
氷
解
し
て
み
な
い
。

　
古
聖
王
が
滋
を
作
つ
だ
の
は
天
下
の
民
を
安
ん
ず
る
爲
で
“
あ
る
。
　
今
、
仁
も
安
民
の
徳
で
あ
る

か
ら
，
聖
人
の
滋
は
仁
よ
り
樹
き
は
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
孔
子
は
「
影
面
去
レ
仁
、
悪
嘉
言
レ
名
望
（
塁
仁
篇
）

と
言
は
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
孔
子
は
仁
を
最
大
最
高
の
徳
と
確
定
し
て
み
な
か
っ
た
や
う

で
あ
る
Q
雍
也
篇
に
叡
覧
が
「
如
有
7
博
藤
島
於
民
蒲
能
無
聚
．
如
何
、
可
ノ
謂
レ
仁
乎
。
」
と
問
う
た
の
に
封
し

て
、
孔
子
は
「
何
事
備
於
仁
嚇
必
也
聖
乎
、
尭
四
二
猫
病
レ
諸
。
扁
と
答
へ
て
居
ら
れ
る
の
は
、
右
の
適
護
で
あ
る
。

こ
の
仁
と
聖
と
の
關
係
は
一
つ
の
問
題
で
あ
る
が
、
朱
子
は
「
仁
山
拙
論
。
糞
乎
　
上
下
垂
以
レ
地
言
、
鋼
造
＝

其
極
西
名
也
。
」
と
註
を
下
し
た
の
に
、
租
彼
は
大
い
に
反
謝
し
て
、
次
の
や
う
に
述
べ
て
み
る
。
こ

　
　
　
二
野
彼
練
の
教
育
蕪
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
コ
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密
粒

、
の
仁
も
聖
も
人
を
指
す
の
で
あ
っ
て
出
入
、
直
入
の
意
で
あ
る
が
、
聖
入
は
開
國
の
震
で
あ
る
か

ら
、
李
人
は
樹
更
、
縫
世
の
鴛
で
も
如
何
に
至
徳
を
備
へ
て
も
聖
人
と
辮
す
る
こ
と
は
出
帯
す
、
聖
入

と
な
る
こ
と
が
田
忍
な
い
故
、
孔
子
は
仁
を
以
て
入
に
講
へ
ら
れ
π
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
仁
人
は

學
ん
で
能
く
す
る
こ
と
が
田
來
る
が
、
聖
人
の
徳
は
決
し
て
學
ぶ
こ
と
が
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
述
而
立
に
子
貢
と
孔
子
と
の
問
答
を
記
し
て
あ
る
。
「
子
貢
臼
、
伯
夷
叔
二
二
入
也
Q
子
臼
、
古
之

賢
入
谷
。
　
日
盤
谷
。
　
日
、
求
レ
仁
而
得
レ
仁
、
叉
何
怨
。
」
伯
夷
振
齊
は
微
子
篇
に
逸
民
と
し
て
あ
る
。
逸

民
た
る
伯
夷
・
叔
齊
が
天
下
の
民
を
安
ん
じ
た
と
は
考
へ
ら
れ
．
な
い
か
ら
、
こ
、
の
仁
は
租
糠
の
定

義
に
該
早
し
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
　
未
子
の
註
に
は
「
恐
嚇
レ
所
7
以
合
二
乎
天
理
毎
歳
↓
而
郎
二
野
人
心

之
安
㌔
既
而
悟
得
翼
志
驚
、
略
画
粂
翼
國
猛
二
徽
躍
爾
。
何
前
之
有
。
」
と
あ
る
か
ら
、
朱
子
學
か
ら
す

れ
ば
、
格
別
疑
ふ
べ
き
も
の
が
な
い
。
併
し
裾
彼
か
ら
す
れ
ば
天
理
二
心
の
説
は
朱
子
の
家
言
で

あ
る
か
ら
、
問
題
は
な
い
と
し
て
も
、
怨
を
解
し
て
悔
と
混
同
し
て
み
る
の
は
、
牽
強
だ
る
を
免
れ
な

い
。
そ
の
上
、
求
ゾ
仁
了
得
レ
仁
と
は
求
誠
仁
人
葡
得
二
仁
ム
也
の
意
で
あ
っ
て
、
蕩
伯
に
心
し
た
こ
と
を
謂

ふ
の
で
あ
る
。
　
位
を
喪
ふ
を
以
て
怨
と
せ
す
、
仁
人
に
冠
し
て
画
し
み
と
し
淀
と
解
心
し
て
み
る
。

　
滋
に
は
仁
の
外
に
爾
無
数
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
Q
論
語
徴
乙
に
は

　
　
其
道
面
魂
翌
翌
者
「
有
智
焉
嚢
有
二
義
褒
者
ハ
有
二
勢
焉
嚢
有
癒
強
者
凹
面
昌
恭
焉
者
ハ
有
二
紳
焉
嚢
套
λ
焉
嚢
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有
掌
似
忽
然
一
焉
者
“
有
一
似
レ
儒
焉
総
有
禾
焉
紐
帯
朱
焉
者
ハ
有
職
近
端
煮
有
二
逮
焉
煮
有
ン
盤
焉
、
有
レ
樂
焉
，
有
レ

　
　
兵
焉
、
有
レ
刑
焉
、
鋼
度
云
爲
、
不
レ
可
漏
以
＝
整
焉
、
紛
離
岩
不
レ
可
二
心
而
究
一
篇
。

と
流
噌
べ
て
“
の
る
Q

　
故
に
仁
は
道
の
中
で
最
大
で
は
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
も
溢
の
中
の
一
徳
で
あ
る
。
他
に
徳
た
る

者
が
多
い
か
ら
、
決
し
て
仁
で
道
な
り
、
徳
な
り
を
盤
す
こ
と
が
毘
蘂
な
い
。
し
か
し
仁
は
飽
く
ま

で
も
滋
の
中
心
で
あ
っ
て
、
他
の
徳
は
多
し
と
雛
も
、
皆
、
仁
を
響
け
て
安
民
の
滋
を
成
就
せ
し
め
る

所
以
で
あ
る
。
先
王
の
道
は
先
づ
大
藩
を
立
て
る
。
さ
う
す
れ
ば
小
者
は
お
の
つ
か
ら
至
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
孔
子
が
「
依
　
於
仁
一
。
」
（
耐
雪
）
と
激
へ
《
君
子
無
添
絡
レ
食
置
聞
出
灘
仁
、
造
次
必
於
7
是
「
顛
沸
必
於
ゾ

是
。
」
（
瀧
仁
）
と
説
か
れ
淀
所
以
で
あ
る
。
微
彼
の
教
育
方
法
の
…
を
こ
・
に
児
る
事
が
出
家
る
。

　
さ
て
仁
の
本
は
天
命
を
敬
ふ
に
あ
る
。
天
が
命
じ
て
我
を
天
子
と
し
、
諸
侯
と
し
、
大
夫
と
し
、
そ

の
下
に
版
民
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
陽
解
を
安
ん
ず
る
の
は
天
の
命
ず
る
天
職
で
あ
る
。
故
に

仁
を
爲
ふ
の
本
は
天
命
を
敬
ふ
に
あ
る
。
而
し
て
仁
は
君
子
の
學
ぶ
べ
き
最
大
の
徳
で
あ
る
か

ら
早
雪
的
信
念
が
激
育
の
根
岸
と
な
っ
て
み
る
わ
け
で
あ
る
。
故
に
孔
子
は
「
霜
子
有
昌
三
畏
ハ
畏
二
天

命
「
畏
二
大
入
h
畏
雛
聖
入
域
言
ゴ
（
華
氏
）
と
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
大
人
に
は
色
々
の
解
が
あ
る
が
3
租
彼
．

は
聖
入
と
解
す
る
。
聖
人
は
天
命
を
受
け
て
道
を
行
ふ
者
で
あ
り
、
そ
の
聖
入
の
言
は
天
命
に
よ

　
　
　
蕨
生
祖
裸
の
数
育
茶
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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三
嗣

る
道
を
傳
へ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
約
す
れ
ば
三
畏
と
い
ふ
も
天
命
を
畏
敬
す
る
事
に
欝
着
す
る
Q

　
他
の
多
く
の
道
の
申
で
は
禮
と
義
が
道
の
大
端
で
あ
っ
て
、
書
芸
の
仲
趣
意
諮
に
も
「
以
γ
禮
鋼
レ
心
、

以
レ
義
制
γ
事
。
」
と
あ
る
。
そ
の
申
、
禮
は
孔
子
が
常
に
樂
と
並
べ
繕
せ
ら
れ
た
○
「
先
進
於
　
薩
樂
一
野
人

也
Q
後
進
馬
脚
紫
野
一
齎
子
也
。
」
と
言
は
れ
た
の
も
、
そ
の
　
例
で
あ
る
。
租
彼
に
よ
れ
ば
、
か
く
禮
樂

の
重
ん
せ
ら
れ
セ
理
由
は
、
言
語
交
章
は
主
槻
的
・
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
よ
っ
て
入
を

漱
へ
て
も
鋼
差
せ
し
め
難
い
の
で
、
聖
人
は
客
擬
的
・
具
髄
的
な
禮
樂
を
作
っ
て
入
に
道
を
は
っ
き

り
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
野
塩
國
が
論
語
陽
罪
質
の
武
城
弦
歌
の
章
で
「
遽
謂
禮
樂

也
。
」
と
註
し
た
の
は
、
漢
代
に
は
ま
だ
古
意
を
存
し
て
み
た
一
例
で
あ
る
Q

　
祖
練
に
よ
れ
ば
義
は
此
の
禮
の
道
に
過
不
及
の
な
い
や
う
に
之
を
裁
す
る
所
以
で
あ
る
。
故

に
櫨
は
常
を
守
り
、
義
は
墾
に
癒
す
る
爲
で
あ
る
。
租
糠
の
説
く
こ
の
こ
者
の
閣
議
は
漢
儒
の
言

ふ
縷
と
繰
…
と
の
土
庇
に
ほ
“
似
て
み
る
Q
又
こ
の
二
者
を
具
畢
す
る
と
、
ほ
い
先
王
の
道
を
盤
す

に
足
る
か
ら
、
古
人
は
多
く
禮
義
と
並
べ
欝
す
る
の
で
あ
る
○
心
室
は
常
に
義
と
理
を
並
べ
る
が
、

こ
れ
は
古
書
に
は
無
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
二
巴
は
大
い
に
反
黒
し
元
。
仁
義
を
並
べ
幕
す
る

こ
と
も
古
典
で
は
孟
子
、
易
の
説
卦
傳
及
び
禮
記
の
禮
運
筆
の
外
に
は
捻
れ
で
あ
る
。
仁
は
聖
人

之
大
徳
で
あ
る
、
決
し
て
義
の
如
き
も
の
と
倫
を
同
じ
う
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
只
、
孟
子
は
楊
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墨
の
徒
の
非
を
呈
す
る
爲
に
仁
義
を
並
べ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
並
べ
た
の
も
止
む
を
得
な
い
。
ま

た
説
卦
に
「
立
願
之
填
田
陰
與
陽
。
立
一
地
学
曇
日
土
野
翻
。
立
融
解
之
道
田
車
輿
レ
義
。
」
と
あ
る
の
は
、

仁
と
義
と
を
陰
と
陽
の
大
徳
に
喩
へ
て
賛
し
た
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
陽
は
大
に
し
て
柔
物
を
統

せ
ざ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
喩
へ
る
に
仁
を
以
て
し
、
陰
は
小
に
し
て
野
物
の
魑
別
を
明
か
に
す
る

か
ら
喩
へ
る
に
義
を
以
て
し
淀
の
で
あ
る
（
訳
名
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
仁
と
禮
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
租
練
は
「
夫
仁
者
制
レ
禮
者
也
Q
」
と
書
ひ
、
又
「
先
王
所
一
男
制
γ
禮
之
意
、

在
ゾ
筆
画
。
」
（
共
に
論
告
潮
雲
）
と
も
言
っ
た
が
、
特
に
護
園
一
筆
で
は
「
徳
莫
天
二
野
仁
遣
莫
羅
馬
於
禮
び
と
説
き
．
孔
子

が
克
己
墨
黒
を
仁
と
Φ
d
れ
た
噸
に
深
意
の
含
ま
れ
て
み
る
こ
と
を
注
意
し
て
み
る
。

　
孟
子
は
仁
義
禮
智
の
四
徳
を
立
て
た
○
こ
れ
に
就
い
て
鴛
徳
は
、
孔
子
は
好
レ
古
，
好
レ
學
、
好
ゾ
徳
、
好
レ
仁
、

好
レ
義
．
好
レ
禮
な
ど
、
説
か
れ
た
け
れ
ど
も
、
未
だ
曾
て
好
レ
智
と
は
言
は
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
智
は
他
の

三
者
と
難
解
す
べ
き
同
質
の
概
念
で
は
な
い
と
非
難
し
た
。
蓋
し
知
は
行
の
準
備
と
な
る
も
の

で
あ
る
か
ら
．
行
と
樹
す
べ
き
人
間
の
能
力
又
は
作
用
を
指
す
語
で
あ
っ
て
、
人
の
徳
と
い
ふ
こ
と

は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
孔
子
が
「
聖
運
詩
表
其
知
萢
乎
。
」
（
孟
子
玉
子
上
）
と
言
は
れ
だ
や
う
な
知
抵
と
い

ふ
語
で
あ
る
と
か
知
レ
禮
と
か
知
レ
言
な
ど
の
語
が
古
調
に
屡
，
見
ら
れ
る
が
、
凡
て
先
王
之
滋
を
知
り
、

先
王
之
禮
を
知
り
、
先
王
之
書
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
古
文
に
使
用
し
て
あ
る
知
は
軍
に
一
般
的

　
　
　
荻
生
短
律
の
敷
育
墓
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



骸2

　
　
　
哲
閏
学
粥
鰍
究
　
　
静
肇
竃
志
ル
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
山
ハ

知
識
の
分
量
を
増
す
こ
と
で
は
な
く
溢
を
糧
か
に
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
「
揮
不
レ
塵
レ
仁
、
焉
得
レ

知
○
」
と
あ
る
の
も
、
仁
を
知
る
よ
り
術
き
は
な
い
と
い
ふ
王
国
で
あ
る
。
　
知
以
て
之
を
明
か
に
し
、

仁
以
て
之
を
行
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
孔
子
も
度
々
仁
と
知
を
並
べ
激
へ
ら
れ
だ
。
門
仁
者
安
レ
仁
、
知
者

利
ノ
仁
。
」
（
！
鼎
二
　
　
｛
）
も
そ
の
↓
例
で
あ
る
。
本
末
か
ら
言
へ
ば
勿
論
仁
が
本
で
知
が
末
で
あ
る
が
》
先
後

か
ら
言
へ
ば
知
が
先
で
仁
が
後
で
あ
る
。
知
レ
入
と
い
ふ
の
は
入
の
仁
賢
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

四
幅
は
政
治
家
の
最
大
の
資
格
だ
か
ら
で
あ
る
○
知
ゲ
命
と
は
天
華
燐
命
如
何
を
知
る
こ
と
で
あ

る
。
聖
王
は
天
の
命
今
を
う
け
て
天
下
を
安
ん
ぜ
ん
と
努
力
し
た
の
で
あ
り
、
鱈
子
は
墨
入
の
溢

を
行
は
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
君
子
が
命
を
知
る
と
は
っ
ま
り
甲
子
の
天
職
を
知
る
こ
と
に

な
る
。
故
に
孔
子
犠
不
レ
野
蚕
無
野
人
勲
子
也
。
L
噌
）
と
望
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
右
の
如
く
仁
義
禮
に
封
し
て
知
を
徳
と
欝
す
る
こ
と
は
古
義
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
孔
子
の

時
に
ま
だ
仁
義
禮
智
を
四
徳
と
辮
す
る
こ
と
の
無
か
っ
た
の
も
尤
も
で
あ
る
Q
否
、
孟
子
で
さ
へ
、

實
は
四
徳
の
説
に
つ
い
て
、
ま
だ
確
立
し
だ
考
を
抱
い
て
み
な
か
っ
た
ら
し
い
Q
何
と
な
れ
ば
四

徳
は
四
端
の
心
か
ら
蟹
充
さ
れ
た
も
の
だ
と
孟
子
は
説
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
四
端
の
名
欝
は
孟

子
「
書
の
中
で
二
箇
所
に
欝
て
る
る
け
れ
ど
も
．
名
無
…
が
一
致
し
な
い
。
公
孫
丑
上
篇
で
は
「
測
隠

廻
心
、
仁
之
端
也
。
・
青
函
之
心
、
義
之
端
也
○
　
灘
区
聖
心
、
穫
之
端
也
。
　
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。
」
と
あ



る
の
に
告
訴
上
職
掃
で
は
「
測
隠
之
心
、
仁
也
。
毒
悪
之
心
、
義
也
。
恭
敬
移
心
、
禮
也
。
是
非
之
3
5
、
智
也
。
」

と
あ
っ
て
前
後
…
致
し
な
い
Q
四
端
の
如
き
孟
子
に
於
け
る
重
要
な
る
説
に
し
て
、
も
し
彼
れ
に

確
定
し
た
旨
説
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
名
論
の
如
き
は
一
畏
す
べ
き
筈
で
あ
る
の
に
，
前
後
に
統
一

が
な
い
の
は
，
彼
れ
に
確
定
せ
る
主
張
の
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
る
。

三

9，　，13

　
租
彼
に
於
て
は
性
も
ま
た
多
端
で
あ
る
○
　
未
子
は
性
を
本
性
・
乳
質
の
二
種
に
分
ち
，
本
然
の
性

は
天
理
の
賦
與
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
萬
入
「
楼
に
七
二
の
罰
な
く
質
も
量
も
同
一
の
性
を

人
が
具
有
し
て
み
る
も
の
と
解
さ
れ
．
氣
質
の
性
は
氣
質
が
男
芸
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
賦
輿
に

過
不
及
が
あ
る
か
ら
、
聖
凡
の
差
が
越
る
。
租
僚
は
性
を
「
生
雪
質
」
と
解
し
．
宋
儒
の
氣
質
の
上
に
於

て
の
み
、
性
を
見
て
み
る
。
故
に
そ
の
性
と
は
経
験
的
に
考
へ
ら
れ
た
先
天
的
の
生
活
能
力
叉
は

生
活
傾
向
で
あ
る
。
二
っ
て
人
毎
に
異
な
る
個
性
を
備
へ
た
も
の
で
あ
る
。
天
理
の
賦
與
と
い

ふ
こ
と
は
租
稼
に
と
っ
て
全
く
承
認
で
き
鎗
假
説
で
あ
る
こ
と
は
、
前
か
ら
述
べ
て
來
た
こ
と
に

よ
っ
て
明
か
で
あ
る
が
、
假
り
に
天
理
の
賦
與
が
現
實
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
入
に

も
禽
獣
に
も
同
じ
質
量
に
與
へ
ら
れ
て
る
る
も
の
で
あ
る
か
ら
．
繋
属
さ
れ
て
る
る
と
い
ふ
こ
と

　
　
　
荻
生
微
雛
の
敏
育
基
礎
論
　
降
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
．
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雪
學
研
究
第
冨
九
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
．

も
無
意
昧
と
な
り
、
そ
の
上
、
修
學
は
專
ら
氣
質
の
偏
を
正
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
み
る
の
で
あ
る

か
ら
こ
の
黙
か
ら
も
組
置
は
本
然
の
性
に
解
す
る
假
説
は
成
立
し
な
い
と
言
っ
て
み
る
（
琳
名
下
）
。

　
中
庸
に
あ
る
「
天
命
之
謂
レ
性
○
」
ど
い
ふ
句
に
就
い
て
、
野
辺
は
「
性
者
、
性
質
也
。
　
入
之
性
質
、
上
天
所
レ

昇
。
故
日
天
命
之
謂
ヒ
性
。
聖
人
順
λ
性
之
所
γ
宜
以
建
レ
道
、
使
　
天
下
後
世
由
レ
是
等
貧
焉
。
」
と
註
し
た
。

聖
は
上
天
の
賦
與
す
る
断
で
あ
る
が
，
そ
れ
は
決
し
て
本
然
の
性
の
如
く
形
師
上
學
的
な
も
の
で

は
な
く
、
経
験
的
・
三
門
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
萬
人
下
汐
で
あ
っ
て
、
朱
子
の
説
く
が
如
く
｝
定
し

て
萬
人
に
通
す
る
も
の
で
は
な
い
○
實
に
氣
質
萬
品
目
も
言
ふ
べ
き
で
あ
る
Q
朱
子
に
於
て
は

本
然
の
性
は
聖
凡
同
一
で
あ
り
、
聖
人
は
こ
の
性
を
至
純
の
形
に
享
有
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
凡

人
は
入
電
に
蔽
は
れ
て
る
る
の
で
、
そ
の
本
然
の
作
用
も
曇
っ
て
み
る
。
赦
に
修
養
と
は
本
然
の

性
に
復
蹄
す
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
宋
儒
の
復
性
説
で
あ
る
が
、
仁
齋
は
之
に
反
甥
し
て

幼
稚
な
性
を
獲
展
大
成
せ
し
め
る
こ
と
を
原
理
と
し
て
み
る
。
此
の
瀦
は
野
冊
と
ほ
や
一
致
し

て
み
る
。
仁
齋
も
か
く
性
を
経
験
的
に
冤
る
が
、
性
を
道
徳
修
養
の
可
能
性
と
解
す
る
黙
に
於
て

組
彼
と
の
著
し
い
差
が
あ
る
。
可
能
性
と
言
へ
ば
向
上
と
堕
落
と
の
二
途
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
道

徳
修
養
に
は
向
上
の
み
を
鷺
的
と
す
る
か
ら
性
善
と
い
ふ
の
で
あ
る
と
説
い
た
。
こ
れ
は
孟
子

の
四
端
籏
充
の
説
か
ら
誘
導
さ
れ
た
説
で
あ
る
。
曲
解
ば
性
善
の
意
昧
に
於
て
朱
子
と
一
致
し
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な
い
・
け
れ
ど
も
、
性
の
善
を
説
く
こ
と
は
二
者
一
致
し
て
み
る
。

　
し
か
し
重
訳
は
決
し
て
性
の
善
悪
を
説
か
な
い
。
黒
蓋
に
よ
れ
ば
、
性
の
善
悪
を
説
く
の
は
老

荘
に
詣
る
Q
聖
人
の
道
に
は
謹
話
無
か
つ
だ
こ
と
で
あ
る
Q
性
は
萬
品
多
機
で
あ
る
か
ら
、
善
叉

は
悪
と
…
箪
純
に
決
定
す
る
こ
と
は
霞
來
な
い
。
孟
子
が
性
は
善
と
言
っ
元
の
も
大
概
に
つ
い
て

言
っ
た
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
朱
子
の
性
善
説
は
維
劃
善
の
一
元
論
で
あ
っ
て
、
勿
論
例
外

を
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
仁
齋
は
相
焦
点
の
性
善
説
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
善
に
遷
ら
奪

い
悪
入
の
あ
る
こ
と
は
否
定
し
て
み
な
い
。
組
擦
は
二
二
の
見
方
を
も
う
一
二
徹
底
さ
せ
て
る

る
◎
邸
ち
性
の
善
悪
を
研
究
し
た
と
こ
ろ
で
、
道
の
修
養
に
は
少
し
も
關
係
が
な
い
Q
導
く
も
道

に
志
さ
へ
あ
れ
ば
性
善
と
聞
け
ば
盆
、
勉
み
、
性
悪
と
聞
け
ば
力
め
て
矯
正
す
る
○
萄
く
も
道
に
志

が
な
け
れ
ば
善
と
聞
け
ば
均
棄
し
て
爲
さ
す
、
性
悪
と
聞
け
ば
脅
持
し
て
．
鰯
ま
な
い
で
あ
ら
う
Q

故
に
孔
子
は
性
を
説
く
こ
と
が
殆
ど
無
か
っ
た
の
で
あ
る
○

　
孟
子
の
性
善
説
は
老
荘
の
言
に
屈
し
た
も
の
と
は
言
へ
、
そ
の
本
旨
は
雪
笹
の
爲
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
結
果
は
禮
樂
を
腰
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
萄
子
は
之
を
憂
へ
て
逆
に
性
悪
を
説
い

て
孟
子
に
反
粥
し
た
○
し
か
し
性
の
善
悪
論
に
於
て
は
祖
擦
は
王
子
を
も
斥
け
た
。
普
遜
に
徹

徳
は
筍
．
子
を
う
け
て
孟
子
を
駁
撃
し
だ
と
言
は
れ
る
が
、
い
つ
も
筍
子
に
從
っ
て
み
る
の
で
は
な

　
　
　
荻
生
組
律
の
教
脊
購
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
九
　
　
　
　
の
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暫
學
研
究
　
第
百
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

い
。
譲
園
二
筆
に
は
明
か
に
三
家
不
可
野
面
」
と
評
し
て
み
る
。

　
性
の
本
質
は
祖
彼
に
よ
れ
ば
善
く
移
る
黙
に
あ
る
。
庶
子
が
「
青
縞
　
杷
柳
一
也
、
仁
義
猶
旛
塗
也
。
」

と
説
い
淀
こ
と
が
孟
子
に
見
え
て
み
る
。
告
子
は
普
蓮
に
は
儒
者
で
な
い
と
言
は
れ
て
る
る
が
、

租
彼
は
之
を
儒
者
と
見
た
（
二
筆
）
。

　
告
子
亦
儒
者
，
繕
並
道
仁
義
出
世
儒
誤
謂
二
異
學
老
至
愚
無
類
ハ
故
孟
子
杷
柳
章
交
譲
不
レ
明
。

　
か
つ
普
通
の
流
布
本
孟
子
で
は
「
義
猫
昌
耀
蟹
也
汐
と
な
っ
て
み
る
が
、
租
彼
は
告
子
の
言
に
績
い

て
る
る
孟
子
の
言
の
中
に
は
仁
義
と
並
べ
上
し
て
み
る
の
で
、
笹
子
の
言
に
於
て
は
仁
の
字
が
脱

落
し
だ
も
の
と
見
て
之
を
補
っ
て
み
る
。
欝
欝
の
言
ふ
が
如
く
、
杷
柳
の
文
は
解
し
に
く
い
丈
章

で
あ
っ
て
、
朱
子
の
註
も
う
ま
く
蓮
じ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
“
次
の
や
う
に
解
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
か
と
思
ふ
○
雪
柳
を
矯
め
π
り
曲
げ
た
り
す
れ
ば
繕
捲
と
す
る
こ
と
が
出
蘂
る
。
し
か

し
杷
柳
に
は
繕
捲
の
定
形
を
固
有
し
て
み
な
い
。
固
有
さ
れ
て
み
る
の
は
緬
捲
と
さ
れ
う
る
傾

向
の
み
で
あ
る
。
矯
揉
は
杷
柳
の
天
性
で
あ
る
が
、
繕
事
は
こ
の
天
性
に
順
っ
て
外
か
ら
與
へ
元

定
形
で
あ
る
。
同
様
に
入
の
性
に
は
善
に
進
み
う
る
傾
向
は
あ
る
が
、
本
性
に
は
仁
義
の
徳
を
本

具
し
て
み
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
租
界
は
古
家
…
般
に
聖
子
を
悪
く
罵
る
儒
者
の
弊
風
を

駁
し
て
告
子
の
言
に
は
「
此
言
塗
上
有
・
病
。
」
（
鯛
六
）
と
断
言
し
た
。
そ
の
理
由
は
杷
梛
に
は
旛
捲
と
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な
る
べ
き
性
が
あ
る
。
そ
の
性
に
拳
っ
て
緬
椿
と
な
っ
て
こ
そ
杷
柳
の
儂
値
が
二
言
さ
れ
る
。

…
矯
揉
の
性
の
有
る
か
無
き
か
は
問
題
で
は
な
い
。
入
も
そ
の
性
に
傘
っ
て
仁
義
を
行
へ
ば
人
と

し
て
の
半
値
が
登
揚
さ
れ
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
仁
義
を
行
は
な
け
れ
ば
人
と
し
て
の
二
値
が
な
い
。

性
の
善
悪
を
問
ふ
よ
り
も
、
仁
義
を
す
る
か
せ
ぬ
か
“
問
題
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
Q

　
租
稼
は
性
に
先
天
固
有
の
善
を
斥
け
た
と
同
様
に
、
孟
子
の
良
知
良
能
の
説
も
門
歩
路
　
磨
學
之
麟

尖
。
ス
獅
．
）
と
言
っ
て
良
心
固
有
説
を
斥
け
た
。
從
っ
て
叉
，
聖
入
は
生
知
安
行
で
あ
る
と
い
ふ
説

を
も
排
斥
し
た
。
孔
子
が
自
ら
十
五
歳
で
學
に
志
し
て
よ
り
七
十
歳
ま
で
修
養
の
過
程
を
蓮
べ

ら
れ
た
の
に
黒
し
、
集
註
に
は
「
黎
人
生
知
安
行
、
圃
無
罪
累
之
漸
然
二
心
歩
志
野
謂
　
巳
至
v
此
也
。
　
是

其
口
歌
之
問
竹
野
丁
濁
畳
込
進
　
黒
人
不
レ
及
レ
知
煮
故
因
真
近
似
以
脅
名
、
恩
讐
渚
以
レ
聖
霊
期
而
肖
勉
司
非
“
↓

心
法
門
聖
而
姑
塞
是
退
託
也
。
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
孔
子
を
謹
ふ
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
澱
。

組
彼
は
門
差
響
之
解
、
過
」
於
高
聞
嚇
所
γ
以
盈
p
乎
黎
人
上
道
一
面
寒
中
乎
野
老
φ
也
◎
し
と
評
を
與
へ
て
る
る
○
先

…
進
篇
に
孔
子
が
「
四
也
三
助
我
平
鹿
。
」
と
語
っ
て
居
ら
れ
る
の
は
、
孔
子
も
撃
墜
の
説
に
よ
っ
て
獲

明
す
る
こ
と
や
今
ま
で
氣
附
か
な
か
っ
た
事
を
氣
附
い
た
り
す
る
こ
と
の
磨
る
こ
と
を
示
し
て

み
る
。
又
見
方
を
か
へ
る
と
、
生
知
安
行
と
い
，
一
事
は
靴
型
に
限
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
匹
夫
匹
婦

も
皆
生
知
安
行
す
る
所
が
あ
る
と
説
い
て
、
租
徐
は
鱗
ゑ
て
食
ひ
、
渇
し
て
飲
む
が
如
き
砦
思
慮
を

　
　
　
荻
並
狙
練
の
敏
育
基
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜
一



9羨8

　
　
　
哲
學
研
究
　
第
冨
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
二

費
さ
す
し
て
行
軌
勉
め
す
し
て
能
饗
す
る
も
の
は
亦
生
知
安
行
で
あ
る
と
例
示
し
て
み
る
（
辣
名
上
誠
の
章
）

　
性
に
個
λ
差
が
あ
る
か
ら
、
孔
子
は
個
性
に
癒
じ
て
門
人
を
激
育
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
激
育
振
は

外
見
上
、
門
人
毎
に
違
っ
て
み
た
。
曾
て
子
笹
が
死
に
就
い
て
孔
子
に
質
問
を
す
る
と
、
「
未
レ
知
レ
生
、
焉

知
屍
。
濡
遜
）
と
は
ね
つ
け
乍
ら
他
欝
宰
我
が
死
を
問
う
だ
蒔
に
は
死
に
つ
い
て
詳
か
に
之
を
説

明
し
て
や
っ
た
（
鐙
記
祭
儀
）
。
仁
の
説
明
の
多
襟
な
の
は
勿
論
前
記
の
理
由
に
も
よ
る
が
、
叉
弟
子
の
個

性
に
よ
っ
て
答
を
鍵
化
し
た
こ
と
も
有
っ
た
こ
と
は
確
固
で
あ
ら
う
○
故
に
同
噛
の
弟
子
で
も

六
時
は
ほ
め
、
或
時
は
叱
っ
た
。
例
へ
ば
子
路
の
如
き
殊
に
著
し
い
例
で
度
々
叱
ら
れ
て
み
る
。

或
時
潮
を
鼓
し
た
が
、
元
來
馬
路
は
剛
強
な
入
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
音
が
野
鄙
殺
伐
の
盤
を
含
ん
で

み
る
の
で
、
孔
子
は
叱
っ
て
「
山
之
鼓
レ
慧
、
瓜
災
爲
ソ
於
昌
丘
之
…
鷺
」
と
言
っ
た
。
　
そ
れ
で
他
の
門
人
は
子
路
を

敬
は
な
一
な
っ
た
の
で
辛
子
は
子
路
を
丸
め
三
歯
也
升
レ
洋
生
歩
入
｝
留
筆
也
。
」
（
蹴
進
）
と
言
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
術
右
の
引
用
文
の
中
で
慧
の
王
の
鼓
の
字
は
集
註
本
に
は
な
い
が
、
租
彼
は
皇
侃
本

等
に
よ
っ
て
補
っ
た
の
で
あ
る
。
　
或
は
総
し
、
或
は
抽
へ
て
そ
の
材
を
．
成
さ
し
め
る
か
ら
、
顔
淵
は

「
夫
子
循
々
然
善
誘
人
。
貰
食
不
実
既
端
魯
輩
（
子
捨
篇
）
と
歎
じ
た
の
で
あ
る
。

　
人
の
個
性
は
黒
々
…
嘱
し
な
い
か
ら
捨
つ
べ
き
材
は
な
い
。
人
の
資
質
は
聖
入
と
錐
も
張
ひ

る
こ
と
は
出
∵
來
な
い
っ
そ
の
材
に
よ
っ
て
篤
く
長
養
す
れ
ば
よ
い
○
導
く
も
師
が
よ
く
先
王
の
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道
に
よ
っ
て
指
導
し
、
門
弟
が
よ
く
先
王
の
道
を
學
ぶ
な
ら
ば
、
入
は
各
そ
の
性
の
近
い
所
に
随
っ

て
、
溢
の
口
端
を
得
る
で
あ
ら
う
。
子
路
の
勇
、
子
貢
の
達
，
三
二
の
藝
、
皆
よ
く
一
三
を
な
し
、
以
て
仁

入
の
徒
と
な
り
、
天
下
を
安
ん
ず
る
の
用
を
共
に
す
る
に
労
う
た
。
徳
を
成
就
し
た
曉
に
、
伯
夷
叔

齊
の
溝
、
柳
下
恵
の
和
、
伊
ヂ
の
任
等
の
偏
差
が
あ
っ
て
も
少
し
も
差
支
が
な
い
。
故
に
良
師
は
輕

々
し
く
人
を
絶
た
な
い
の
で
あ
る
。
否
、
銀
彼
は
む
し
ろ
こ
の
個
性
の
存
在
す
る
こ
と
が
術
い
と

見
て
み
た
。
論
語
徴
己
に
次
の
や
う
に
蓮
べ
て
る
る
。

　
　
人
各
野
球
賛
h
錐
柵
一
聖
人
ネ
レ
能
レ
強
レ
之
、
故
因
一
書
材
一
越
篤
焉
Q
　
及
一
一
其
成
一
也
、
徳
以
レ
性
殊
、
故
有
昌
六
徳
九
徳

　
　
際
目
鱒
　
材
以
レ
性
殊
、
故
有
臨
四
科
之
解
由
　
筍
不
レ
株
、
何
以
官
ソ
之
○
天
地
無
”
棄
物
h
明
時
無
晶
棄
材
ハ
器
使

　
　
之
謂
也
。
　
故
殿
撃
方
、
筍
不
争
因
真
材
一
而
馬
韓
焉
、
則
與
瓢
官
レ
人
之
道
一
相
反
。
　
豊
古
綿
哉
。

　
論
語
泰
伯
篇
に
「
子
日
狂
而
不
レ
直
、
飼
而
不
ノ
悪
、
半
々
而
不
〆
信
、
早
撃
γ
知
γ
之
。
」
と
い
ふ
文
が
あ
る
。
　
朱

子
は
「
棋
聖
知
之
」
の
｝
句
に
「
甚
絶
レ
之
之
僻
，
亦
不
レ
居
…
之
激
講
也
。
」
と
註
を
施
し
た
が
、
電
導
は
「
是
皆
性

劣
者
、
其
何
罪
而
孔
子
絶
レ
之
哉
汐
と
言
っ
て
驚
喜
を
雰
難
し
た
。

　
丁
子
の
如
く
声
々
皆
聖
人
淀
る
べ
し
と
い
ふ
の
は
、
租
稼
の
唱
へ
る
聖
人
の
定
義
よ
り
し
て
は

勿
論
誤
で
あ
る
。
だ
か
ら
否
潜
無
學
爲
垂
人
乏
鉾
也
。
」
（
麟
）
で
あ
る
。
そ
の
上
、
如
何
な
る
入
も
宋

儒
の
説
く
が
如
く
渾
然
た
る
一
斗
の
天
理
の
み
あ
っ
て
「
黙
の
私
欲
も
な
く
、
圓
満
具
足
し
て
少

　
　
　
荻
庸
狙
律
の
教
育
黙
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
三
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哲
學
研
究
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九
十
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四
韻

し
も
氣
質
の
偏
の
な
い
と
い
ふ
や
う
な
人
は
却
っ
て
用
を
な
さ
漁
。
大
工
の
痘
具
に
維
あ
り
墾

あ
り
鋸
あ
り
錐
あ
っ
て
然
る
後
に
大
工
が
働
き
う
為
、
舞
舜
と
い
へ
ど
も
一
人
で
あ
ら
ゆ
る
事

は
出
來
ぬ
。
殊
に
先
玉
の
道
は
天
下
の
大
を
安
ん
ず
る
爲
で
あ
る
か
ら
，
と
て
も
聖
人
一
人
の
力

で
不
可
能
で
あ
る
Q
卑
称
の
農
耕
に
於
け
る
、
禺
の
行
水
に
於
け
る
、
饗
の
音
樂
に
於
け
る
が
如
き

は
凡
て
尭
舜
も
及
ぶ
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
職
を
后
程
等
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。

然
る
後
に
よ
く
舞
舜
は
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
出
來
た
。
必
ず
全
備
を
欲
す
る
者
は
、
維
に
難
鋸

歯
を
蕪
ね
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
結
局
何
事
を
も
な
し
え
澱
こ
と
に
な
る
。
孔
門
に
四
科
を
立

て
、
あ
る
の
も
堂
な
る
か
な
で
あ
る
○

　
訳
に
又
稚
彼
が
謂
ふ
。
入
に
は
各
、
捨
つ
べ
き
材
は
な
い
警
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
は
富
己
の
．
長

ず
る
所
を
跨
畳
せ
す
、
一
生
令
す
な
く
し
て
賑
々
と
し
て
暮
し
て
み
る
○
こ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。

そ
れ
は
ま
だ
そ
の
材
を
十
分
に
用
ひ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
材
を
十
分
に
用
ひ
な
け
れ

ば
自
己
の
力
量
長
倉
も
分
ら
澱
○
志
ん
や
細
入
を
や
。
材
を
用
ひ
な
け
れ
ば
成
る
べ
き
材
も
成

ら
す
、
成
ら
な
け
れ
ば
材
が
有
っ
て
も
微
溺
で
懲
分
に
も
意
識
さ
れ
ぬ
。
故
に
人
の
君
た
る
者
は

そ
の
下
に
萬
事
を
委
ね
て
そ
の
材
を
用
ひ
、
之
を
伸
ば
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
澱
Q
　
師
も
同
様
で
あ

る
○
今
日
の
師
π
る
者
が
務
め
て
牛
の
角
を
遮
り
鳥
の
朋
を
殺
ぐ
や
う
な
こ
と
を
し
て
、
偏
を
た



S51

め
、
弊
を
救
ふ
と
幕
し
て
み
る
の
は
薇
め
て
謬
で
め
る
（
輔
）
。

　
朱
子
は
修
養
を
積
ん
で
或
黙
に
到
れ
ば
硫
然
大
悟
し
て
氣
質
の
偏
を
正
し
、
之
を
愛
化
し
て
聖

域
に
到
う
う
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
祖
国
は
こ
の
氣
岸
里
化
の
説
に
反
響
し
た
。
子
路
が
北
鄙

殺
伐
の
盤
を
以
て
慧
を
鼓
し
た
の
で
、
孔
子
は
叫
度
は
之
を
尤
め
な
が
ら
、
他
澱
再
び
門
由
也
升
レ
堂
実
、

求
ゲ
入
団
於
室
一
也
。
」
と
美
め
ら
れ
淀
Q
こ
れ
を
租
彼
は
評
し
て
「
於
レ
是
理
事
知
、
復
攣
花
野
質
一
之
説
妄
已
。
」

と
言
っ
て
み
る
。
彼
れ
の
考
に
よ
れ
ば
、
氣
質
の
性
も
天
性
で
あ
る
。
人
力
を
以
て
天
に
勝
つ
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
、
か
つ
天
命
を
畏
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
氣
質
の
偏
を
正
さ
ん
と
す
る
者
は

天
を
怨
む
者
で
あ
る
○
そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
黒
質
に
近
い
所
に
よ
っ
て
器
を
養
成
す
る
の
が
先
王

の
滋
で
あ
る
。
憲
問
篇
で
子
路
問
成
人
の
章
で
、
孔
子
は
「
著
藏
武
紳
之
知
、
高
望
之
不
欲
、
†
荘
子
之

｝
男
、
再
応
之
灘
戦
文
〆
主
審
鵬
譜
…
樂
ハ
細
評
蕊
…
以
爲
昌
成
人
論
矢
汐
と
封
へ
ら
れ
π
Q
朱
子
は
「
兼
撚
零
墨
子
之
長
「
則
知

足
瓢
以
窮
γ
理
、
秘
事
　
以
養
㍗
心
、
勇
足
二
以
力
行
ハ
藝
星
以
涯
癒
［
。
而
又
節
“
之
以
“
禮
、
和
レ
之
以
レ
樂
、
便
下
徳
成
瓢
於
内
嚇
而

文
見
幽
乎
外
。
一
期
材
全
徳
備
、
渾
然
不
ン
見
　
一
善
成
レ
名
田
遊
毛
中
正
和
綴
、
等
親
無
纂
虫
偏
僑
駁
難
之
蔽
も

而
其
爲
レ
入
也
亦
成
奥
。
」
と
註
を
隙
へ
た
。
翻
ち
四
子
の
長
を
綜
臥
す
べ
し
と
解
し
た
が
、
組
彼
は

四
子
の
長
を
兼
ね
る
が
如
き
は
聖
人
と
錐
も
能
く
せ
ざ
る
所
で
あ
る
か
ら
、
量
に
學
者
に
望
む
ぺ

け
ん
や
と
評
し
、
仁
齋
が
「
養
酋
子
之
長
縮
写
言
立
祉
成
’
名
、
而
復
以
・
禮
樂
一
交
乏
、
期
救
レ
偏
補
益
、
星
取
常
鵡

　
　
　
荻
鷹
徽
稼
の
敷
育
墓
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

囚
五
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四
六

成
人
之
多
○
奮
註
以
謂
レ
蓑
孟
子
止
長
～
霊
堂
。
し
と
註
し
淀
の
を
非
常
に
ほ
め
て
「
可
図
宝
鑑
四
解
瓢
論
語
「
已
。
」

と
言
っ
た
。

　
性
か
ら
先
天
的
な
も
の
を
斥
け
た
結
果
と
し
て
租
彼
は
後
天
的
の
警
熟
を
奪
翻
す
る
。
孔
子

も
「
性
相
近
也
、
習
相
遽
也
。
」
（
鰯
貨
）
笹
葺
れ
た
如
一
、
人
の
性
質
は
生
れ
つ
き
に
は
甚
だ
し
い
差
は

な
く
、
習
熟
に
よ
っ
て
善
悪
賢
不
語
の
大
差
が
毘
量
る
の
で
あ
る
。
但
し
孔
子
は
「
唯
上
知
與
瓢
下
墨

不
レ
移
。
」
と
説
か
れ
π
o
宋
儒
の
絶
樹
的
性
善
論
で
は
こ
の
一
句
は
全
く
解
き
亡
く
せ
ぬ
謎
で
あ

る
か
ら
、
下
愚
を
自
暴
禽
棄
と
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
租
彼
は
移
と
は
宋
儒
の
如
く
移
レ
性
の
意
昧
で

は
な
く
、
移
と
い
ふ
こ
と
が
性
の
作
用
で
あ
る
、
故
に
不
レ
移
も
亦
性
な
り
と
註
し
て
、
宋
儒
の
窮
し
た

所
を
う
ま
く
氷
解
し
て
み
る
○
　
さ
れ
ば
心
血
の
激
育
の
方
針
は
門
弟
子
の
個
性
力
量
の
ま
、
に
、

先
王
の
溢
に
習
熟
せ
し
め
る
の
で
あ
る
○
前
項
引
用
の
「
文
レ
之
以
詰
膿
樂
び
も
そ
の
意
昧
で
あ
つ
で
、

門
禮
樂
」
は
先
王
之
滋
の
内
容
を
代
表
し
た
名
僻
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
習
と
は
「
鳥
数
量
也
」
で
其
の

業
に
難
ふ
こ
と
で
あ
る
。
故
に
憎
斎
忌
蒔
石
」
と
は
反
復
重
復
の
義
で
あ
る
。
匿
別
し
て
言
へ
ば
詩

に
諦
と
い
ひ
、
書
に
は
譲
と
い
ひ
、
禮
樂
に
は
習
と
い
ふ
。
　
春
秋
に
は
激
ふ
る
に
詩
書
を
以
て
し
、
冬

夏
に
は
敏
ふ
る
に
詩
書
を
以
て
し
、
興
す
に
磁
歪
を
以
て
し
、
一
意
先
王
の
滋
に
循
っ
て
そ
の
智
力

を
用
ひ
す
、
陰
陽
の
宜
し
き
に
随
っ
て
之
を
長
養
し
、
二
者
を
し
て
そ
の
中
に
優
柔
厭
治
せ
し
む
れ
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ば
、
藏
京
北
焉
息
直
穿
焉
，
窮
然
に
徳
立
っ
て
知
が
閉
か
と
な
る
Q
　
つ
ま
り
習
う
て
之
に
熟
し
、
久
し

う
之
を
化
し
，
油
然
と
生
す
る
を
侯
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
論
語
の
博
文
約
灘
の
逸
事
で
あ
る
。

｛
底
心
息
游
は
樂
記
に
出
て
み
る
語
で
あ
る
が
、
祖
裸
が
實
に
屡
、
好
み
用
ひ
た
語
で
あ
っ
だ
。
彼
れ

に
よ
れ
ば
、
此
の
語
は
貧
富
の
箇
度
を
示
し
π
も
の
で
あ
る
。
息
は
憩
息
で
あ
る
が
磨
業
の
意
で

は
な
い
Q
　
圖
を
左
に
し
、
書
を
右
に
し
脇
士
労
午
、
時
あ
っ
て
疲
れ
た
ら
．
叢
書
の
中
に
臥
し
、
息
ふ
と

難
も
猫
且
つ
詩
書
の
林
に
息
ふ
○
或
は
游
び
、
或
は
息
ひ
、
循
環
や
ま
す
、
久
し
う
し
て
道
が
成
れ
ば
、

こ
れ
を
そ
の
身
に
忌
め
る
。
身
に
藏
め
て
も
久
し
い
聞
に
は
或
は
そ
れ
を
面
忘
す
る
か
も
知
れ

な
い
か
ら
、
時
に
復
、
脩
め
る
の
で
あ
る
。

　
既
に
…
蓮
べ
た
や
う
に
道
は
直
周
面
・
金
壷
的
な
も
の
で
あ
っ
て
「
黙
五
識
〆
之
扁
る
こ
と
が
可
能
な
も

の
で
あ
る
か
ら
、
春
嵐
に
多
言
を
要
し
な
い
。
詳
か
に
説
い
て
懸
者
を
し
て
喩
b
易
か
ら
ん
と
欲

す
る
の
は
、
思
孟
以
後
の
弊
で
あ
る
。
擁
、
敏
育
上
，
権
威
は
師
の
側
に
あ
る
べ
き
に
、
多
言
を
弄
し
て

聴
老
に
速
か
に
喩
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
は
権
威
が
生
徒
の
側
に
移
っ
た
の
で
あ
っ
て
邪
滋
で

あ
る
。
善
く
激
へ
づ
⇔
者
は
樺
を
我
が
循
申
に
畳
き
、
優
游
の
久
し
き
、
そ
の
耳
目
を
易
へ
、
そ
の
心
思

を
換
へ
る
に
至
る
○
故
　
に
我
が
労
口
を
待
た
な
い
で
、
生
仙
徒
は
爵
H
狭
…
に
＾
郷
る
こ
と
が
出
　
來
～
る
Q
そ
れ

で
も
二
二
ら
な
け
れ
ば
、
＝
冒
を
加
へ
て
之
を
急
い
て
や
れ
ば
、
換
然
と
永
羅
す
る
で
あ
ら
う
○
故

　
　
　
荻
盆
租
郷
の
教
育
幕
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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囚
入

に
激
へ
る
者
は
勢
せ
す
し
て
學
ぶ
者
は
深
く
湿
る
。
孔
子
が
寄
せ
ざ
れ
ば
落
せ
す
、
俳
せ
ざ
れ
ば

兆
せ
す
と
言
は
れ
淀
の
は
正
し
く
こ
、
で
あ
る
。
孟
子
の
如
く
強
辮
で
入
を
信
ぜ
し
め
よ
う
と

す
る
の
は
、
戦
熟
熟
説
の
事
で
あ
っ
て
紫
黒
の
道
で
は
な
い
。
孔
子
は
孔
子
を
信
ず
る
者
に
施
す
。

赦
に
そ
の
激
が
入
り
や
す
い
。
そ
の
王
、
先
王
の
道
は
事
を
以
て
激
へ
、
理
を
以
て
激
へ
な
い
。
物

を
以
て
敢
へ
る
者
」
は
必
ず
事
を
事
と
す
る
。
理
を
以
て
す
る
者
は
語
が
詳
か
で
あ
る
○
物
は
衆

理
の
聚
る
駈
、
必
ず
こ
れ
に
從
ふ
こ
と
久
し
け
れ
ば
、
心
に
實
に
知
る
こ
と
が
出
來
、
言
語
を
假
る
必

要
が
な
い
。
言
語
は
如
何
に
多
く
て
も
理
の
一
端
し
か
言
ひ
現
せ
な
い
○
そ
の
身
包
ら
之
に
從

増
せ
す
し
て
只
言
語
の
み
で
瞭
然
だ
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
不
可
能
で
あ
る
（
麟
）
。
立
論
は
粗
大

で
あ
る
が
、
最
近
の
薮
育
説
に
彷
彿
た
る
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

　
從
っ
て
租
彼
の
敷
育
の
法
は
他
の
儒
者
と
課
し
く
蓮
っ
て
み
た
。
特
に
陽
徳
の
み
を
重
ん
ず

る
こ
と
な
く
、
又
二
一
を
強
ひ
る
こ
と
な
ノ
＼
門
入
の
個
性
の
趨
く
ま
、
に
，
今
上
・
文
章
等
好
む
方
向

に
進
ま
し
め
た
。
彼
れ
の
學
鋼
に
も
「
學
寧
、
爲
　
諸
子
百
家
曲
藝
之
士
弱
不
レ
願
〆
二
二
滋
學
先
生
，
」
と
断

言
し
て
二
丁
者
流
の
固
随
を
罵
っ
た
。
し
か
も
先
王
の
滋
は
そ
の
点
者
を
立
て
る
。
さ
う
す
れ

ば
小
者
は
お
の
つ
か
ら
至
る
筈
で
あ
る
。
　
故
に
子
夏
は
「
大
徳
不
レ
蹴
レ
徳
擁
小
里
肝
入
可
也
。
六
解
張
）
と
言

っ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
か
く
の
如
く
な
ら
ざ
る
時
は
道
に
逡
ま
せ
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
鎌
に
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鎌
を
重
ね
て
重
さ
を
計
る
時
は
石
に
至
っ
て
必
ず
談
差
が
鐵
早
る
。
寸
に
寸
を
縫
い
で
長
さ
を

中
る
と
、
丈
に
至
っ
て
必
ず
過
つ
○
論
議
に
精
微
を
極
め
よ
う
と
欲
し
て
、
鷲
…
緯
を
析
き
、
牛
毛
を
剖

つ
や
う
鱈
’
6
こ
と
を
す
れ
ば
、
そ
の
大
学
を
既
に
先
づ
失
ふ
の
が
普
萢
で
あ
る
○
か
く
し
て
能
く
人

才
を
養
ひ
、
國
家
を
安
ん
ず
る
こ
と
が
鵠
來
よ
う
か
○
下
穿
は
手
入
を
以
て
渾
然
π
る
天
理
で
一

毫
も
入
舞
の
私
が
な
い
と
い
ふ
け
れ
ど
も
、
子
思
は
「
聖
人
亦
有
レ
所
レ
不
レ
知
焉
。
」
と
述
べ
て
み
る
。
だ

か
ら
尭
が
鯨
を
題
…
ひ
て
舜
が
之
を
遜
し
、
周
公
が
管
藥
を
殺
す
や
う
な
こ
と
も
起
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
が
決
し
て
黎
入
の
醗
で
は
な
い
。
聖
人
の
滋
は
軍
容
廣
大
で
あ
る
。
要
は
養
う
て

之
を
な
し
、
先
づ
そ
の
大
者
を
立
て
、
小
蒋
が
お
の
つ
か
ら
至
る
や
う
に
す
る
に
在
る
。
　
後
入
の

迫
切
の
見
は
皆
そ
の
識
る
所
が
小
で
い
け
な
い
○

　
故
に
門
人
を
導
く
に
も
組
彼
は
極
め
て
脚
蒐
大
で
あ
っ
て
清
濁
併
せ
呑
む
趣
が
あ
っ
た
。
時
あ

っ
て
墨
壷
も
す
る
が
、
學
者
を
し
て
長
年
月
優
柔
律
管
、
警
熟
せ
し
め
る
爲
に
は
學
習
を
樂
し
ま
せ

る
こ
と
が
根
本
で
あ
る
か
ら
、
祖
擦
は
門
人
を
叱
責
訓
論
ず
る
こ
と
は
看
れ
で
あ
っ
て
、
カ
め
て
幕

揚
褒
美
を
事
と
し
た
○
衛
露
寒
篇
に
「
吾
之
於
レ
入
也
，
誰
殿
薄
舞
。
如
有
レ
所
レ
響
、
其
有
所
レ
華
実
。
」
と
い

ふ
孔
子
の
語
を
録
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
祖
彼
は

　
　
雷
至
γ
於
豪
傑
之
士
絡
當
謙
暴
華
墨
h
鰯
孔
子
型
鋼
μ
廉
い
馨
、
所
τ
以
鼓
ポ
舞
入
才
一
而
奨
甲
成
入
轟
也
。
敢
之
撹

　
　
　
萩
止
祖
慾
の
教
育
基
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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薫
○

　
　
也
。
凡
搬
入
之
滋
。
論
難
借
其
善
難
燃
騒
折
題
躍
、
渋
難
弗
芭
。
後
胤
不
知
乏
、
以
論
責
爲
・
備
、
謬

　
　
婁
。

と
註
解
を
添
へ
た
。
書
道
に
は
「
…
世
上
畠
麿
虞
ハ
入
非
鵡
黎
八
ハ
必
悪
多
勢
…
叢
筒
少
○
二
物
氣
塞
二
天
地
論
矢
O
敬

遁
鑑
之
於
5
治
國
h
性
理
於
修
身
叫
人
興
“
我
皆
不
レ
鯵
単
発
劃
焉
、
途
使
｝
り
喪
人
謂
軋
儒
者
喜
攻
Ψ
人
。
量
不
レ
悲
哉
汐

と
遽
べ
て
る
る
○
彼
れ
は
事
實
．
入
才
を
愛
し
、
後
逡
を
成
る
べ
く
繋
慨
し
て
馴
立
て
る
こ
と
に
努

め
π
。
湯
淺
常
出
Q
交
愈
藤
記
入
誰
）
に
は

　
　
塵
事
は
才
を
愛
す
る
こ
と
甚
し
き
人
な
う
、
水
足
李
之
纒
が
ナ
六
歳
に
て
書
腰
を
稼
翁
に
お

　
　
く
れ
る
時
、
そ
れ
を
見
て
溌
べ
る
こ
と
甚
し
Q
竹
竿
が
ゆ
き
け
れ
ば
、
水
足
の
こ
と
を
云
出
し

　
　
て
ぎ
て
も
珍
し
き
も
の
な
り
、
大
事
の
物
な
れ
ば
と
て
其
交
を
取
り
出
し
見
せ
ら
れ
た
る
に
、

　
　
文
字
に
も
顛
倒
あ
り
と
言
ひ
し
か
ば
、
組
残
地
を
養
じ
て
左
標
な
る
こ
と
を
云
ふ
ぞ
、
顛
倒
な

　
　
ど
．
は
年
の
ゆ
か
澱
ゆ
ゑ
あ
る
は
す
の
事
な
り
、
そ
れ
が
何
の
妨
に
な
る
べ
き
、
此
見
識
の
勝
れ

　
　
た
る
、
誰
か
立
春
ぷ
べ
き
と
て
く
り
か
へ
し
一
ほ
め
ら
れ
だ
り
と
也
。

と
い
ふ
逸
事
を
傳
へ
て
る
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
…
刻
の
怠
惰
も
許
さ
な
い
。
叱
責
痛
罵
し
て
萎
縮
せ
し
め
な
い
け
れ
ど
も
、
拗
奨

羅
辛
し
て
思
ひ
切
り
勉
學
せ
し
め
た
か
ら
、
優
秀
な
門
人
は
無
理
に
も
勉
画
し
た
の
で
、
却
っ
て
苦



し
か
っ
た
。
叱
貴
も
繕
揚
も
鞭
捷
の
カ
は
同
じ
で
あ
る
G
だ
か
ら
安
藤
東
野
の
如
く
早
量
し
，
高

野
蘭
亭
の
如
く
響
く
明
を
失
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
租
彼
が
漢
交
を
訓
乱
せ
す
、
支
那
音
で
直
護

す
る
講
究
法
を
始
め
た
の
は
…
の
創
見
で
あ
っ
て
、
彼
れ
の
藏
焉
惰
焉
游
焉
息
焉
久
し
う
し
て
之

に
習
熟
せ
し
め
る
爆
風
に
本
つ
く
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
漢
文
も
外
国
語
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
難

解
な
も
の
に
な
る
と
、
我
々
日
本
人
に
は
之
を
翻
謬
せ
す
し
て
は
明
瞭
に
意
味
を
と
）
に
く
い
事

が
多
い
。
訓
護
は
即
ち
額
謬
で
あ
る
か
ら
、
租
稼
の
直
讃
も
實
行
が
困
難
で
あ
る
。

四

｛　t一’，7

　
租
徐
は
そ
の
當
時
よ
り
非
難
が
多
い
。
萄
子
の
弟
子
か
ら
韓
非
子
や
李
斯
の
如
き
法
術
を
主

と
す
る
人
が
出
淀
や
う
に
、
多
く
の
黙
に
於
て
粒
子
を
受
け
な
租
稼
が
他
の
儒
者
に
比
し
て
滋
徳

を
輕
ん
じ
、
遊
を
功
利
酌
に
安
民
の
爲
と
解
し
、
横
帆
の
鼓
果
も
圭
と
し
て
才
器
の
上
か
ら
見
て
實

用
的
に
考
へ
て
る
た
の
は
非
難
の
多
い
黙
で
あ
る
。
殊
に
滋
は
聖
入
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と

説
い
た
爲
に
、
道
の
傳
嚴
性
を
失
ふ
こ
と
、
な
り
．
そ
の
結
果
租
彼
が
遽
徳
を
重
ん
じ
な
か
っ
た
こ

と
、
鞘
挨
っ
て
、
世
人
は
軍
部
納
修
養
に
儒
念
を
失
ひ
、
蓮
徳
を
重
ん
じ
な
く
な
つ
淀
○
弟
子
に
も

放
蕩
の
弟
子
が
少
く
な
か
っ
た
Q
爾
森
芳
洲
は
始
め
そ
の
子
顯
允
を
語
聾
に
託
し
て
學
ば
し
め

　
　
　
荻
生
徹
錬
の
教
育
纂
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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鷲
二

π
が
、
後
に
租
彼
が
徳
行
に
原
つ
か
ざ
る
を
見
て
、
師
弟
の
關
係
を
絶
附
し
め
た
と
い
ふ
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
あ
る
。
し
か
し
此
等
の
非
難
は
果
し
て
全
部
が
嘗
を
得
て
み
る
で
あ
ら
う
か
。

　
抑
，
謬
論
に
天
の
考
が
螢
達
し
，
質
点
の
説
が
進
思
し
た
の
は
、
人
道
を
哲
學
的
に
基
礎
づ
け
る
爲

で
あ
っ
セ
こ
と
は
、
男
臼
は
ほ
W
異
論
が
な
い
や
う
で
あ
る
○
こ
の
考
へ
方
は
原
始
雪
下
の
中
に

も
あ
る
が
、
老
荘
の
學
説
の
中
に
殊
に
登
達
し
た
の
で
、
之
に
影
響
さ
れ
て
子
思
以
後
の
儒
激
に
も

天
滋
に
就
い
て
哲
芸
無
考
察
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
故
に
．
儒
敦
に
は
胃
管
、
常
識
的
な
経
験
的
な

蓮
徳
訓
も
あ
h
・
、
哲
學
的
な
學
説
も
混
じ
て
み
る
。
　
從
っ
て
孔
子
　
入
に
す
ら
，
仁
の
説
の
如
き
は
、

挙
易
卑
近
な
意
味
に
使
っ
て
あ
る
場
含
も
あ
り
、
深
遠
法
大
な
る
徳
に
解
せ
ら
れ
て
み
る
場
合
も

あ
る
○
　
租
裸
が
溢
を
多
元
的
に
解
し
、
先
秦
儒
数
に
も
狡
蓮
の
迩
を
は
っ
き
り
認
め
て
，
儒
敷
を
解

す
る
に
論
語
並
び
に
孔
子
時
代
又
は
孔
子
以
前
の
書
で
あ
る
と
穏
徳
の
信
じ
だ
六
経
を
中
心
と

し
て
、
子
爵
や
孟
子
を
取
ら
な
か
っ
た
の
は
巧
み
で
あ
り
賢
醗
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ら
う
○

し
か
し
彼
れ
が
そ
の
無
筆
を
學
界
に
主
張
す
る
限
り
、
そ
の
學
説
に
～
貫
す
る
原
理
が
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
○
経
験
的
實
謹
的
な
解
鐸
と
形
而
上
的
哲
學
的
緊
急
と
い
つ
れ
か
｝
を
採
ら
ね
ば
な
ら

識
。
彼
れ
は
原
始
漁
父
に
著
し
い
経
験
｝
的
實
謹
謎
解
鐸
を
採
っ
た
○
論
語
は
大
慌
に
於
て
孔
子

や
弟
子
の
言
行
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
註
騨
に
於
て
宋
濡
が
狡
学
的
儒
激
の
哲
學
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附
立
場
に
立
っ
て
、
論
語
を
解
し
た
の
は
、
論
語
脅
騰
か
ら
言
へ
ば
論
語
を
超
越
し
て
深
く
見
愚
ぎ

墨
筆
が
多
い
が
、
租
彼
の
實
謹
的
な
解
騨
は
大
穴
に
要
當
で
あ
る
。
我
が
國
に
於
て
…
饗
し
た
る

立
場
か
ら
論
語
全
膿
を
巧
み
に
註
古
し
た
も
の
と
し
て
は
、
維
独
が
恐
ら
く
最
も
す
ぐ
れ
て
み
る

で
あ
ら
う
○
彼
れ
の
「
論
語
徴
」
が
清
朝
の
學
潔
に
も
譲
ま
れ
て
、
そ
の
中
に
は
劉
心
計
の
「
論
語
正
義
」

の
如
く
租
彼
の
註
を
利
用
し
た
者
の
あ
っ
た
の
も
宜
な
る
哉
で
あ
る
Q
し
か
し
宋
儒
と
は
逆
に

論
語
を
淺
く
見
過
ぎ
る
弊
も
な
い
で
は
な
い
○
極
端
な
例
を
あ
げ
る
と
「
從
　
置
所
7
欲
不
レ
踪
レ
矩
○
」
を

老
後
の
放
縦
と
解
し
π
の
は
、
里
芋
の
悪
癖
た
る
張
ひ
て
入
の
意
表
に
断
て
異
解
を
立
て
た
も
の

と
評
さ
れ
て
も
や
む
を
え
ま
い
○
何
と
し
て
も
信
服
出
心
な
い
解
法
で
あ
る
。
子
思
・
孟
子
な
ど

の
解
鐸
に
な
る
と
、
流
石
に
宋
儒
の
説
は
光
っ
て
來
て
敬
服
す
べ
き
黙
が
況
し
て
摩
る
が
、
租
稼
の

解
は
無
埋
強
ひ
な
黙
の
多
い
の
を
免
れ
な
い
○
中
庸
の
性
滋
教
の
繹
蓑
な
ど
も
耶
蘇
の
解
は
流

暢
を
敏
い
て
る
る
。

　
又
儒
教
は
先
秦
時
代
に
は
政
治
と
滋
徳
と
を
並
び
重
ん
じ
て
み
る
か
ら
、
後
世
の
儒
者
が
政
治

を
輕
ん
じ
撹
徳
の
み
を
重
ん
じ
た
の
は
古
義
で
は
な
い
。
特
に
原
始
儒
激
に
於
て
は
、
古
聖
人
は

皆
或
王
朝
の
創
業
蒋
と
言
傳
へ
ら
れ
て
る
る
黙
か
ら
見
れ
ば
、
寧
ろ
原
始
．
儒
激
に
於
て
は
祖
徐
の

如
く
早
事
的
政
治
的
に
傾
い
て
み
だ
の
で
は
な
い
か
○
租
彼
が
功
利
的
に
流
れ
た
と
し
て
も
、
滋

　
　
　
荻
生
鑑
郷
の
敏
育
幕
礎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
無

徳
を
輕
ん
す
る
弊
は
あ
っ
て
も
、
右
の
黙
に
於
て
仁
を
安
民
言
入
の
徳
と
解
し
把
こ
と
は
、
仁
を
か

く
解
す
る
の
は
、
狭
隆
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
決
し
て
誤
つ
π
も
の
ど
は
言
へ
澱
。
寧
ろ
正
し
い

解
緯
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
。
か
う
考
察
す
る
こ
と
を
容
さ
れ
る
な
ら
ば
、
前
記
の
下
露
に
肥
す
る

非
難
は
大
抵
朱
子
學
者
か
ら
出
た
も
の
故
、
公
爵
を
敏
い
て
る
る
と
思
ふ
○
徽
稼
に
は
弊
は
確
か

に
有
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
二
二
特
色
も
確
か
に
多
い
の
で
あ
る
○

　
こ
れ
を
撫
育
學
納
に
限
っ
て
見
て
も
江
戸
蒔
代
中
、
貝
原
盆
斬
や
細
弁
鷺
洲
等
を
除
け
ば
、
優
に

第
一
流
の
誤
想
家
で
あ
）
、
多
く
の
器
材
を
養
成
し
た
訳
了
家
で
あ
っ
た
。
特
に
現
實
に
實
践
さ

れ
る
激
育
事
象
に
闘
賦
す
る
認
む
、
兼
子
學
よ
り
も
犠
彼
學
の
方
が
逡
か
に
實
際
的
で
あ
り
、
数
果
的

で
あ
り
、
實
行
に
可
能
な
黙
の
多
い
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
一
な
い
。
個
性
二
言
の
如
き
、
開
獲
敏
育

の
如
き
、
礁
槻
敷
授
の
如
き
、
勢
作
駁
育
の
如
き
も
、
素
朴
な
形
で
め
る
が
、
彼
れ
の
謬
説
の
中
か
ら
明

か
に
指
摘
し
う
る
。
魁
會
本
位
の
駿
育
説
の
如
き
も
、
宋
以
後
の
儒
學
に
は
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

實
際
的
・
功
利
的
に
流
れ
實
利
御
用
を
や
、
多
く
考
へ
す
ぎ
、
近
徳
を
比
較
的
に
輕
ん
じ
、
樽
入
に
放

蕩
な
も
の
も
鴇
π
や
う
な
歓
黙
は
あ
っ
て
も
，
文
章
を
重
ん
じ
、
江
戸
時
代
の
漢
詩
文
で
和
物
を
醗

し
た
の
は
譲
園
派
に
始
る
と
言
は
れ
る
だ
け
の
反
頭
の
長
所
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畷
和
七
年
山
ハ
月
）


